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「大セルジュク朝」と「ルーム・セルジュク朝」

井　谷　鋼　造

はじめに

　ヒジラ暦730（西暦1329／30）年にペルシア語による歴史著作Tdrileh－i　G％gτぬを完成させた

1｛amd　Allah　Mustawff　Qazwinlはその中のセルジュク朝1｝に関する部分の冒頭で次のように

述べている。（（）内はローマ字転写形，【】内は筆者の補足を示す）

　セルジュク家（Sa恥q1頭n）の帝王たちについて，三つの分枝（shu’ba＞。

　第1のものの或考は全イランを，また或者はその一部を【支配した。K王の数は】14名。彼らの王権の期

　闘は429（le37／8）年から590年のラビーウ1月（1194。2。24－325）までの161年。

　第2のものはキルマーンで，11名。彼らの王権の期閥は433（1041／2）年から583（1！87／8）年までの150年。

　第3のものはルームで，15名。彼らの王権の期間は480（1087／8）｛唇から700（1300／1）年までの220年。

　イスラームの蒔代に興つた国運（dtiwal）の所有蒋たちは智が何らかの欠陥（‘ayb）で汚されていた。ウ

　マイや家はザンダカ主義（zandaqa）とムアタズィラ派（iLtiz21）とハーリジー思想（kharijlyat），アッパー

　ス家の一部はムアタズィラ派，捻yth家【サッファール朝のこと】とブワイフ家は異端（rafq），ガズナ朝

　（Ghaznawi頭n＞，ホラズムシャーフ朝（Khuwarazmshahiyan），サルグル朝（Salghuriyan）は磁自の卑しさ

　によって。ところが，セルジュク朝はこれらの欠陥から免れ，スンニーで，清浄な信伽を持ち，善行を行

　い，臣畏に優しかった。このバラカにより，彼らの国運においては彼らを揺るがせる反乱者が現れるこ

　ともなかった。［TG：425－6】

需うまでもなくセルジュク朝はトゥルク系のオグズまたはトゥルクマーン2）と呼ばれた人々

の建てた国家であるが，イスラーム史におけるこの国家の顕著な特徴は，この王朝に属する一

族がマムルークあるいはグラームと呼ばれた奴隷出身ではない，純粋なトゥルク系遊牧民（そ

れも支配者層に属する）出身であったことで，その辺の事情を｝lamd　Al12h　Mustawfiはマム

ルーク出身のガズナ朝（977－1186），ホラズムシャーフ朝（c．　1077－1231），ファールス地方のサ

ルグル朝（1148－1270）3｝の「畠自の卑しさ」（拠qarat－l　gawhar＞と玄寸比して，的確に述べている。

それと合わせてムスタウフィーはセルジュク家に3つの分枝があったことを述べており，そ

れぞれの統治期問も上の記述により，明らかである。さて，ここで注意、を向けてよいのは現代

のトルコ共和国を初め，欧米，ロシア，そして我国の歴史研究者が「大セルジュク朝」と呼び鷲

わしている名称が上で挙げた記述の中には現れていないことである。つまり，「大セルジュク

朝」とは決してこの王朝の自称でもまた後世の歴史家による他称でもなく，初代のスルターン

Tughril　bikが429（1038）年にホラーサーン地方のニーシャープールで即位した疇点から，552
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（エ157）年にスルターンSaRjarが同じくホラーサーーンのマルウで他界するまでの，イランとイ

ラークを中心としたセルジュク朝政権を呼ぶ便宜的な名称にすぎない’t　｝。

　一方「ルーム・セルジュク朝」も歴史資料に現れる名称ではなく，王朝の存在した当時の呼

称は「ルームのセルジュクeW」，　「ルーム・サルタナト」，ドルームのスルターンたち」等であり，

筆者自身，この王朝の政治史を扱った一一連の論考の中では「ルーム・サルタナト」の名称を採

用してきた。今回敢えて「ルーム・セルジュク朝」の名称を用いたのは，特に「大セルジュク

朝」と呼び習わされる王朝と「ルーム・セルジュク朝」と呼ばれる王朝の相互関係がいかなる

ものであったのかを歴史文献資料のうちに探求し，セルジュク朝時代史のうちにこの2つの

セルジュク朝の立場を位置付けてみたいと考えたからである。

　具体的に本稿ではルームのスルターンたち，すなわち「ルーム・セルジュク朝」の祖先たち

がセルジュク家集団あるいはその後の「雨靴ルジュク朝」の内部で，いかなる立場にあり，いか

なる活動をしていたかを史料の記述から明らかにすることに努め，その結果として「大セル

ジュク朝」と「ルーム・セルジュク朝jの相互関係がいかなるものであったのかを提示してみ

たいと思う。以下で取り上げるルームのスルターンたちの根先とはセルジュク朝の名論

Salj的の息子Isri’ll，別名Arslan　Yabghit5），その子Qutalmish6｝，その子Sulaymgn，その子

Qilich　ArslAnの4名のことである。

　本稿で用いた文献資料について乎短に述べておくと，それらは使用言語によってペルシア

語文献とアラビア語文献に二大別することができる。文献の書かれた縛期は縢暦11～14世紀

にわたっており，大まかな特徴を言えば，アラビア語文献（作品の著作年代順に，al一‘Azimi7｝，

Ibn　al－Azraq　al－Fariqi8｝，　al－ljusayni“），　al－Bundariie），　lbn　al－Athir’i｝，　lbn　a｝一‘AdimiL），　Sibt　ibn　al一

∫awz押らの歴史に関する著作）は総じて地域史に根ざし，岡階代の証書に基づく史料価値の

高いと考えられるものが多く，一方ペルシア語文献（Gardlzii’O，　Rawandi，　Rashld　al・Din　Fadl

Al励軌Ha狙d　Allah　Mustawfii6｝　，　ShabaRkara’1i7），Aqsarゑ’li8｝，らの著作）はGardiziを除いて後

世の作品が多く，ある一定の（例えば王朝の名誉や権威を擁護するための）史観に貫かれた，後

に詳しく述べる予定のR2waRdiのRのα‘爵趣面恥α！妙碗磁＆砺γのようなものもあり，事実

関係を明らかにするという意味での信頼性の点でアラビア語の年代記などと必ずしも同列に

扱えないものもある。つまり，それぞれの文献にはそれが書かれた固有の背景があり，アラビ

ア語文献の中ではal－Uusayniとal－Bundari，ペルシア語文献ではR2wandi，　Aqsara’iらは王朝

の名誉を賛美し，権威を擁護する立場からその著作を行ったと考えられる。

1．ルームのスルターンたちの祖先と「群肝ルジュク朝j

1．　lsr5’Tl（Arst5n）　b．　Salju－q

　セルジュク朝の初期，より正確にはセルジュク朝を形成するセルジュク家の集団が勃興し

た頃の彼らの歴史については正確な記録と思われるものが少ない。ここで取り上げようと思

うIsra’llについても余り多くの記録がないのであるが，そのうちでもこの人物の事蹟に関し
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て僅かでも記録を残しているのはアラビア語文献では，al－Husayni，al－Bund2ri，　lbn　al－Athir，

Ibn　al一‘Adim，ペルシア語文献では，　Gardlzi，　Rawandi，　Rashld　al－Din，　Hamd　Allah　Mustawfi，

Shabankara’1，　Aqsar2’iなどである。それらによると，　Isra’ilは別名のArslanで知られ，その

名前で史料の記録に登場することが多い。

　西暦13世紀にシャームのハラブ周辺の地誌とハラブに関わった人物の膨大な伝記集を著し

たlbn　al一‘AdimのBT中のセルジュク朝スルターンAlp　Arslanの項目には，Alp　ArslaRのた

めに書かれた，現存しないMatthNdmαの記述が参照されており，それは巌時のセルジュク一

族の最年長者で，一族の系譜を最もよく知るアミールInanj－bikの語ったところに基づくもの

であるという。以下にその記事を訳起してみる。

　アミールSal］aq　b．1）uqaqはハザル（Khazar）19｝のトゥルクの有力者（a‘y2n）のひとりであった。　Duqaq

　は“Tamur　Ya／igh”つまり「強弓」（shadld　al－qaws）という意味のラカブを与えられた。時経てアミール

　Duqaqには祝幅された子供が生まれ，彼はSaljaqと名付けられ，“Subashr’というラカブが与えられた。

　その意味は「軍の頭自」（muqaddam　al－jaysh）である20）。　Saljuqには4人の子がいた。　Mlka’il，　MUsa，

　“Yabghit　Kalan”というラカブのArslan，もう1人は若くして死んだ。アミールMika’il　b．　Sa雛qには

　2人用子がいた。Tughril　bikとDawud　Chaghri　bikである。［BT：32／lv　552］

　この中でArslanはSalj碗の4人の息子のうちの一人とされ，　Arslan（lsrA’ll），Mika’il，　Mgs2

という3人の名前についてはlbn　al－Athlr［KT：夏X　474］やal－Husayni［ADS：2／2　a〕の記録も

一致している。この3人のうちいずれが長子であったのかについてはRawandi［RS：87，460］

とShabankAra’i［MA：97／192　r］はIsr2’ilが長子であったとしているが，他の史料には明記さ

れていない。

　Sa願qの4子のうち上にも名の挙がっていて後に「大セルジュク朝」国家の建設者となる

Tughril　bik，　Chaghrl　bik兄弟の父MikA’ilについては殆どその事蹟が伝えられていないのに

対して2’）　lsr2’il（Arslan）についてはいくつかの記録がある。　lbn　al－AthIr［KT：IX　474］によれ

ば，サーマーン朝が，強大化するカラハン朝の王H2riln　b．　llik　al・KhaRに対抗してSalj画に援

助を求めた際Salj的は息子ArslSRを送って援助し，彼らの援助でサーマーン朝はffarfinに

対して優i位に立ち，Htir8Rが奪った領土を取り戻した後Arslanは父Salj蔭qの許へ帰ったと

いう。この記録に現れるHfiranとはlbn　al－Athirが別の箇所で［KT：IX　98－100］Bughra

Khan　al－Turki　Shih5b　al－Dawla　HarGn　b．　SulaymaR　IIikとしてその名を挙げている「Kashghar

とBalAsAghGnからal－Sinの境界までの支配者」のことで，この人物は383（993／4）年，当時の

サーマーン朝の君主al－Amir　al－Radi　N的b．　Man＄urに反乱し，ホラーサーンにいたFa’iqと

Ab9‘Ali　Simjtiriのそそのかしで一時サーマーン朝の首都ブハーラーを占領したのである。

Bughra　Khanはその後重病に患りブハーラーを撤退して没するが，撤退の際町の人々と共に

グッズのトゥルク人（al－Atrak　al－Ghuzziya）がBughr2　Khanの殿軍を襲い，彼らを殺し，略奪

を行ったという。グッズのトゥルク人はオグズ族の人々ということで，Ibn　al－Athlrの2つの

記事を合わせて考えると，第2の記事にArslanの名は現れないものの，明らかに2つの記事
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は同じ事件に言及しているものと考えられ，ここでは恐らくサーマーン朝の支援に送られた

Arsl勘言下のセルジュク家集団（オグズ＝トゥルクマーン族のQiniq部族出身2L｝）のことを指

しているのであろう。

　さらにその後のArs12Rの行動に関してIbn　al－Athirは相互に関連する2つの記録を残し

ている。その一つは次のようなものである。

　Sa恥qにはArs圭離，　Mika’il，　N無saという子がいた。　Sa願qはJandで107歳で没し，そこに葬られた。

　残った子のうちMik2’ilは異教徒のトゥルク人の領土へ聖戦（ghaza）して自ら戦い，アッラーフの道に

　殉教した。彼の後にはBayghb，　Tughril　bik　Mubammad，　chaghri　bik　Dawudが残された。彼らの部衆

　（‘asha’ir）は彼らに従い，彼らの命令と禁令を一致して守り，Bukharaから20ファルサフのところに宿

　鴬した。Bukharaのアミールは彼らを恐れ，彼らへの庇護（jiwar）を害し，彼らを攻撃して絶滅しよう

　とした。彼らはTurkistanの王脱ghra　Khanの許へ避難した。…（中略）…サーマーン（Samani）家の

　国運が衰亡し，llik　al－1〈h、inがBukharaの主となると，DAwudとTughril　bikの叔父Ars　Mc　n　b．　Saljuqの

　立場がMa　war2’al－Nahrで強大となった。‘Ali　tikinはArslan　Khanに捕らえられていたが，逃亡した。

　彼は11ik　al－Khanの兄弟であり，　Blikharaへ着いてその主となった。彼はArslan　b．　Sa恥qと同盟し，

　二入は強力になり，恐るべきものとなった。Arslan　Khanの兄弟llikは彼ら二人に挑戦したが二人は

　彼を破り，　Bukharaに留まった。‘Ali　tiklnはYamin　al－Dawla　Ma！lm［id　b．　Sabaktikin【ガズナ朝のスル

　ターン，Mahmad】の領域に隣接する所で直々彼に反抗し，彼の使者がトゥルクの諸王に向かうことを

　妨げた。既述のようにMallmitdがJay恥nを渡ると‘All　tik；n　CS　Bukharitから逃亡した。

　Arslan　b．　Saljaqとその集団はM⑳mOdから避難して砂漠（al－mafaza　wa　al－raml）に入った。　Mallmitd

　はSa恥q家の兵力，彼らの勢力や数の多さを知るとArslan　b．　Salj如に手紙を書いて彼を懐柔し，望み

　をもたせた。彼が来るとYaTnin　al－Dawlaは即座に彼を捕らえ，猶予を与えず，ある城塞に投獄した。

　彼の幕営（khargahat）を略奪し，彼の部衆について行うことを諮問した。　Mac　hmitdの側近中の有力者の

　一人，　Arslan　a1－Jadhibが，矢を射られないよう彼らの親玉を切り取るか，Jay騨nに沈めて溺死させる

　ことを提案し，言った。「汝は残忍な心にならなければならない」と。M鱒m偲は彼らに命じ，彼らは

　3ay挿nを渡り，1〈hgrasanの諸地域に分散させられた。彼らにはハラージュが課せられ，徴税入

　（‘ummal）が彼らを圧迫し，財産や子供にも彼らの手が伸びた。彼らのうち2000入以上が離れて1〈irman

　へ行き，そこからさらに玲bah融へ行った。彼らとそこの支配者‘Ala’a｝一Dawla　b．王く詠wayhとの間に

　既述のように戦いが起こり，彼らはIgbahanからAdharbaM　yj　anへ行った。彼らはArslanの集繍である。

　［KT　：　！X　474一一6］

これと隅じ内容の記事が別の箇所にも出てくるが，それは

　420（1029／30＞年YamiH　al－Dawlaはal－Ghuzziyaのトゥルク入を攻撃し，彼らを領内に分散させた。彼

　らはそこで悪事を働いていたのである。彼らはArslan　b．　SaljUqの伸間（a§願b）であり，8ukh銭raの砂

　漢にいた。Yamfn　a1－DawlaがBukhAraの方へ渡河すると，その主’Ali　tikinは後述のように逃亡した。

　Arslan　b．　Sa雛qはYamfn　al－Daxvlaの許へ里民し，捕らえられてal－Bindの地域に投獄された。

　【Mahmadは】彼の幕営へ夜行して彼の伸問を多く殺したが，助かった人々も多く，彼らは逃亡して
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　KhurasaRに着き，この年そこで悪行をなし，略奮を行った。【Mallmrtdは彩皮らに対して一軍を送り，彼

　らを1〈hurasanから駆逐した。［KT：IX　377－8］

というものである。lbn　al－Athirがここで述べているArslAn　b．　Sa願qの「仲間たち」はその後，

イランの各地を荒し回った後アザルバイジャーンやディヤール・バクルに入り，435年ラジャ

ブ月25B（1044．2．27）には実力でマウスィルに入り，同年ラマダーーン月20日（4．21）ウカイル朝

のQirwash率いるアラブ軍に敗れ去ったイラーキーヤ（al一‘lrtiqiya）として知られるトゥルク

マーン集団のことである。Ibn　al－Athirはむしろこの集団の動向について詳しい記録を残し

ている［KT：IX　378－91］。

　さて，以上に訳出・引用したIbn　al－Athirの記録からIsra’ilについては，次のようなことが

まとめられよう。

1）父SaljGqの在世中，383年にブハーラーを一時占領したカラハン朝のBughrg　Khanに対抗

してサーマーン朝支援に派遣された。

2）サーマーン朝の滅亡（389（999）年）後Isr会’ilはカラハン朝の一員で，ブハーラーの支配者

‘Ali　tik？nと結び勢力を伸長させた。

3）ガズナ朝のMallmitdが‘Ali　t1kinを攻めるため，ジャイフーンを渡河してマーワラーアン

ナフルに入るとMahmGdはIsrE’ilを捕らえ，ヒンド地方の城塞に投獄し，彼の率いていた部

衆はホラーサーン地方に分散させられた。420年Mahm磁はこの部衆をホラーサーンより追

放し，やがてかれらはイランの各地を転々とし，イラーキーや集団と呼ばれるようになった。

Ibn　al－Athirの記事によれば，　Arslanが率いていたトゥルクマーン集団はMika’ilの2子，

Tughril　bikとChaghri　bikの率いる集団とは別個に独立した行動を取っているのでセルジュ

ク家集団には西暦U世紀の初頭lsra’il（ArslAn）率いるものとMik2’ilの2子が率いるものと

の2流があったと考えてよい。

　上述のIbn　al－Athirの記事を補足するような内容がGardiziによって伝えられている。そ

れによればガズナのスルターンMallmitdがマーワラーアンナフルでYtisuf　Q袋dir　Kh2nと対

面した416（1025／6）年に

　‘Ali　tiginは知らせを受けると逃亡し，荒野（biyaban）に入った。アミールMahmlldはAli　tiginのため

　に偵察員（§的三b・ikhabar）を任命した。その後Isra’il　b．　Sa恥qがある場所に隠れたという知らせがも

　たらされ，Yamin　al－Dawlaは人を送り，彼をそこから連れ出させ，　Ghazninへ送った。そこからさらに

　Hindastanへ送り，治世の終わりまでそこに止められた。［ZA／H；410；ZA／N；84］

これによってMaP並判がlsr盃’ilを捕らえたのは416年のことであったと分かる。さて，

MahmGdがlsrA’ilを捕らえた理由についてはMahmitdがlsra’ll配下のトゥルク系集団の軍

事力を恐れたためであるとされるのであるが，この点でRawandi，　Rashid　al・Dln，　Hamd　AllEh

Mustawff，　Shabank2ra’i，　Aqsar2’1のペルシア語文献はほぼ同じ内容の逸話を収録している。

その逸話によればlsra’ilはかズナ朝のMahmGdに対して自らの持つ一張りの弓と3本の矢

によってle万騎の援兵を動員する約束をしたというく援兵の総数はRSでは35万騎，　TGでは
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15万騎，MA，∬では40万騎，　MAAでは6万騎》。これらの教字には明らかに誇張があり，そ

れを収録するRawandi，　Aqsar2’1はセルジュク朝側に立って著作された文献であるから，この

逸話のような状況は現実とは考えにくいが，Isr巨’il配下のセルジュク集団についてその強大

な勢力を印象づけようとする逸話が存在していたことは事実であり，上述の6つの文献とも

セルジュク集団の強盛ぶりを恐れたMahmadがlsr盃’ilを捕らえさせヒンドゥースターンの

Maltanの境域にある，Kal覇ar要塞へ彼を送って監禁したことでは一致している［RS；9G，3T

：　9，　TG　：　427，　MA　：　59／177　r，　MAA　：　13／　Y　73］　．

　その後のIsr2’ilの状況を，最も詳しい記録を残しているAqsar2’iの記事を中心にまとめて

みると；彼は7年間の監禁生活を送り，　42k（1030）年のMaljmadの死後その2子M晦a磁騰ad

とMas‘tidの閥で後継者争いが生じたことを利用してセルジュク朝側ではIsra’11の遠回を掌

り，Isrb’ilも一度は脱出に成功するがやがて追手に発見されて連れ戻され，最後はMas‘adの

命令で毒殺されたという。アラビア語の文献で唯一一　lsr5’llの末路について言及するlbn　al－

Athlrによれば，孚ughril　bik，　chaghr1　bik配下のセルジュク集団の勢力が強まると，彼らは叔

父Arslinの解放をMas‘9dに求め，Mas‘認もこれを認めてArs12nを自らのいたバルブへ呼

び，彼に甥であるTughril　bikらに悪行を止めるよう使者を送るように命じた。　Arslanはこ

れに慈じて彼らに使者を送ったが，その際使者に一本の錐（ashfa）を持たせてそれを彼らに渡

すように命じた。使者が用件を伝え，その錐を渡すと彼らは気分を害し，嫌悪してかつての略

奪と悪行へと戻った。そこでMas‘fidはArslanを獄へ題し，ガズナへ去ったという［KT：正X

479］。ここで謡の要点となる「錐」が当直どのような意味を持ったのかは更bn　al－Athirも全く

説明をしておらず不明であるが，Tughril　bik，Chaghrl　bik兄弟が必ずしも全猛的に彼らの叔

父Ars15nの解放を待望していたのではないことがこの記事から窺われる。上でも述べたよ

うに当時のセルジュク集騒は二つに分かれており，しかもそのうちの一つはその指導者

Isr2’il（Arslan）が長くガズナ朝の獄中にあったので，もう一方の集翅の指導者Tughrn　bik，

Chaghri　bikらはこの機会にセルジュク集団全体の童導を把握しようと試みていたのかもし

れない。Isra’ilの没年は諸史料に明記されていないが，　Gardiziの伝える416年の逮捕から，

Rashid　al－Dinらの語るように7年間獄に繋がれた後のことであったとすれば，423年頃のこ

とと雄定される。JTの伝えるところによれば，追手が迫り，慮らが再び捕らわれの身となる

ことが免れないと悟ったIsra’ilは岡行のトゥルクマーンたちに次のように言ったとされる。

　私のことは諦めよ。私の兄弟たちに私から挨拶を伝えよ。そして次のように雷え。Kh媛ras油の王権

　（mulk）を求めることに一腰努めよと。この帝王【M朗幡d】は奴隷の子供（banda－zada）で，偉大な系譜

　を持たない。この王国（mamlakat）は彼のものではあり続けない。【彼の王国が1汝らの手に落ちるよ

　うに努めよ。彼は私を確たる罪もなく監禁した。匿110一・1］

ここにはlsr盃’ilの，自らの逮捕と投獄を指令したガズナ朝のMahmadに対する復讐がセル

ジュク～族によってなされることへの期待がこめられているが，Shabank2ra’1によれば，

　スルターーンMahnddの子孫の災難，　Khttrasanの王権が彼らの手から失われること，EEmaがSa｝」賄1yan
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　の手に落ちること，これら全ての原因はこのYabghfi【Ars1蚕n】の逮捕にあった。彼にはMa　wara費al・

　Nahrに兄弟やその子供たちがおり，全てトゥルクマーン（Tarakima）の偉大なアミールたちであった。

　彼は彼らに毎日知らせを送って書っていた。「三E権を求めることを止めることがないよう注意せよ。

　この王国は必ずや汝らのものとなろう。」［MA：59－60／177　r］

として夏sr設’ilの逮捕と監禁がガズナ朝のホラーサーン喪失につながる原因となったとされ

る。事実，叔父IsrA’ilの監禁も一一つの口実としてTughril　bik，Chaghrl　blk配下のセルジュク

集団は当賭のホラーサーンの支配者ガズナ朝への攻勢を強め，マルウ，ニーシャープール

＜429年ラマダーン月（le38．6．7－7．6）Chaghrl　bikが無血占領した。この時点から「大セル

ジュク朝」が始まったのである。〉等のガズナ朝支配下の都市を次々に攻略し，431年ラマ

ダーン月8日（1040．5．23）にはマルウ近郊のDandtinaq5n2”｝でスルターンMas‘Qdの率いるガ

ズナ朝軍を大破してホラーサーンの覇者となり，「大セルジュク朝」を建設してゆくのである。

2．　Qutalrnisk　b．　lsr5’il

　Qutalmish（Quζalmish）の名前は父lsra’llがかズナのMahmitdによって捕らえられた際に父

と善行していた者としてRashid　al－DinやAqsarti▼1に挙げられている。　Aqsar2’iによれば

Isra’11の死後Tughril　bikはスルターンMas‘ddにQutalmishの解放を要請し，彼は解放され

てTughril　bikの許へ来て大いに慰撫されたという［MAA：14－5／Y741。彼の名前はその後

426（1034／5）年にマーワラーアンナフルからホラーサーンへと渡河したセルジュク家のア

ミールたちの一人としてChaghri　bik　DiwudやTughril　bik　Mutlammadらと並んでal一

翠usayniにより欝及されている［ADS：194／110　a］。この頃のQutalmishは父Isr2’ilがそうで

あったようにMikE’ilの二人の息子とは別個で独立した勢力を有していた訳ではなく，Tughril

bikらに従属するセルジュクー族のアミールとしての存在に甘んじていたようである。

　その後Qutalmishの名前が登場するのはTughril　bikによる西方遠征が本格化し始めた時

期で、まずal蝦usay臓iは430（1038／9）年にShihab　al－Dawla　Qutalmish　b．　lsra’il　b．　Saljaqがス

ルターンTughril　bikによりアルメニアとアザルバイジャーンへ送られたことを記し［ADS：

17／11a］続いてal・‘Azimlは437（1045／6）年にQutalmishがDabilでルーム人くビザンッ帝国

の臣民》を破ったこと，439（！047／8）年にはjanzaの町を！年半に亘って包序したが結局敗退

したこと，445（io53／4）年にはカルス（al－Qars）の町を襲ってそこにいた全ての者を殺したこ

とを記録している［TA：5，6，10］。ここに準えるDabil（Dvin），3anza（Ganja），al－Qarsはいず

れもアルメニアの地名であり，437－45年の時期にQutalmishがアルメニア周辺で活動してい

たことは確かである。トルコ共和国のM．Fuad　l〈6prUltiによって紹介された「ルーム・セル

ジュク朝」に関する現存の最も古い文献史料である，ペルシア語の韻文で署されたAnis　al－

Q協心（608（121i／2）年完成）の著者カーーディーBur頃n　al－Din　Abg　Na畢r　b．　Mas‘ad　Anawiはア

ルメニアのアニ（Ani）の出身であるが，この作品の中ではQutalmishがアニとカルスへ来てカ

ルスを取ったことが記されている［AQ：502］。さらにウルファくアラビア語でRuha，十字軍

時代のEdessa》生まれのMateosL’Dがアルメニア語で著した記録によれば「アルメニア暦498
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（1049／50）年にApreem（lbrshim）とKitilmish（Qutalmish）とv・う名の二人の軍司令官が大軍を

率いてアルメニアに進軍した」とされている［VN：85－6］のでQutalmishの西暦1050年前後の

アルメニア方面での活動については疑問の余地がない。al一‘Azilliiはこの時期のQutalmishを

Tughril　bikの「グラーム」（ghu19m・nt者，奴隷）あるいは「サーヒブ」（§盃りib＝仲間，二方）と呼ん

でいるが，これも上で記したのと同様にQutalmishのTughril　bikに対する従属的な立場を表

現したものである。

　さてスルターン、Tughril　bikは447年ラマダーン月25日（iO55．i．17）にアッバース朝のハ

リーファal－Qa’lm　bi－amr　A112hの要請でバグダードに入城するが，その後ファーティマ朝の

支援を受けたトルコ系軍事奴隷：出身の有力者Ars翌an　al－Basasiriとの文寸言が激化してゆく。

Qutaimishの名前が次に登場するのはセルジュク朝の対al－BasasErE作戦においてであり，Sibt

ibn　a｝訟wzlが以下に述べる諸事件に関してアラビア語で詳しい記録を残している。　Sibt　ibn

al－Jawzl自身は645年ズルヒッジャ月21日（1257．1．9）ディマシクで没した西暦13世紀の歴史

家であるが，彼の霊著MZの448（1056／7）年から480（1087／8）年までの部分には随所にGhars

al－Ni‘maとして知られるAbG　al－Ilasan　M的ammad　b．　Hilal　al・鋒bi〈480年ズノレカアダ月

（1088．1．28－2．26）バグダードで没》の現存しない，歴史に関する著作が引用されておりx「）），そ

の記録の儒愚性は高い。MZによれば448年ジュマーダーR月17　B（1056．9．1）スルターン

Tughril　bikの軍がバグダードのディジラ河東岸のal－Shammtisiya地区に現れたが，その捲揮

を執ったのはAba　al－Fawaris　Qutalmishであった。その後この軍はディジラ上流のウクバ

ラー（‘Ukbara）へ移動し，Tughril　bikのワズィールであった‘Amid　al－Mulkは事態が明らかに

なるまでウクバラーに留まるようクタルムシュに申し送ったという。ここで言う事態とはマ

ウスィルの主，アラブのウカイル朝のQuraysh　b．　Badr加al一‘Uqayliとディジラ下流域に勢力

を持つ同じくアラブのマズヤド家（Banit　Mazyad）のDubays　b．§adaqaがal－Basasir￥と結託

しているのではないかとセルジュク朝講が疑念を抱いていたことを示している。その後

Qutalmishはスルターンの大ハージブと共に2000騎の「トゥルクとグッズとトゥルクマーン」

を率いてマウスィルまで遡上し，al－Basasiriと戦うことを命じられ，同年ズルカアダ月1H

（2057．1．10）にマウスィル西方のスィンジャール（SinjAr）でal．Basasiri軍と戦った。この戦

いで前述のウカイル朝のQurayshはQuta1頗sh側に立っていたのだが，　al－Basas頭側につい

たマズヤド家のDubaysらがQuraysh配下のウカイル朝軍を事前工作で切り崩し，Quraysh

を孤立させたので，Qutalmish軍は敗北し，大犯ージブは殺され，　Qutalmishは逃亡した。　al－

Basasirlは多くの戦利品を得て，2200の首級をミスルのファーティマ朝の許へ送付したとい

う［MZ：9－12］。　Qutalmishの事蹟のうちスィンジャールの敗戦はSib£　ibn　al－Jawziの他にal－

Bundari　［TDS：14］，lbn　al－Athir　［KT：IX　625］，耳amd　Allah　Mustawfi［TG：352］にもごく簡潔

に記録されている。

　対al－Basasiri作戦に投入されたQutalmishは結局al－Basaslri軍に大敗したが，そのため特

に富めを受けることもなく，449年ズルカアダ月25R（1058．1．23＞にスルターンTughri｝bikが
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ハリーファal－Qa’imに拝謁した際には同行のま子（awlad　al－mulGk）の一人としてブワイフ家

のAbO　K爾雷の二人の息子Abfi‘AiiとAbG　Talib　KamBrfiと共にQutalmishの名が挙げら

れている［MZ：25］。ここまでのQutalmishの行動の記録はセルジュク朝の1王子または部

将としての事蹟を伝えるもので，彼はスルターンTughril　bikやそのワズィLル‘Amld　al－

Mulkの指図に忠実に従っていたようである。ところがこの後のQutalmishの行動は一転し

てスルターンTughril　bikに反抗するものとなり，スルターン自身による討伐すら受けるよう

な状況となる。そのような状況がいかなる理由で生じたのかは史料の中に全く記録がないが，

MZの記事をもとに事態の推移を追ってみよう。

　453年のラビーウH月（iO6i．4．25－5．23）にスルターンTughril　bikは従兄弟Qutalmishの立

て籠もるダームガーン西：方のGirdkithに軍：隊を動員したが，トゥルクマーンやトゥルクが

Qutalmish側に付いてスル紅皿ンの軍と戦い，それを破ったという［MZ：77］。この時点で

QUtalmishはスルターンTughrll櫨（に反抗する態度を鮮明にさせており，この反抗はTughril

bikの死去するまで続くのである。それまでスルターンに服従していたQutalmlshが何故反

抗的な態度を取り始めたのかは前述のように全くその説明が見当たらないのであるが，当縛

の時代状況からある程度の推渕を行うことは可能である。筆者の推瀾では，Qutalmishのス

ルターンTughril　bikに対する反抗には450（iO58）年のlbrAhim　Yinalの反乱が大きな影響を

与えているように思われる。この反乱については清水宏祐氏の先駆的ですぐれた論文［導水

1975：i5－32］があり，そこでは「大君ルジュク朝」初期の，清水氏によればTughril　bil〈の従兄弟，

至brah1m　Yl醸配下のトゥルクマーン集団の動向が明らかにされているが，このIbrahim　Yinal

もまた前述のal－Basasiriの反乱鎮圧に動員され，その過程でTughril　bikに反旗を翻し，結果

的にal－Bas、i　siriの反乱鎮圧を遅らせただけでなくIbrahlm　Yin議1側についたトゥルクマーン

集団にも多数の犠牲者を娼した事件であった。Ibrahlm　Yin51のスル専一ンTughril　bikに対

する反抗とその最終的な敗北くTtighril　bikがホラーサーンに残ったChaghri　bikの子供たち

の支援を受けたことによる》を臼の豪たりにしてQutalmishはTughril　bikのセルジュクー

族に対する権威が決して絶対的なものでないことを再認識したであろうし，Tughril　bikの最

終的な軍事力の拠り所がホラーサーンを押さえる兄弟Chaghri　bil〈とその子供たちにあるこ

とを再確認した。そしてQutalmishもまたIbrahim　YiRalと同様に生来無政府的な無秩序を

好み，都市部の略奪を切望するトゥルクマーン集団の軍事力に依存してセルジュク家の錨時

の代表者τughril　bikの権威に挑戦するべく灘攻不落の要塞Girdkahに拠って，イラーク以

西のTughril　bikとホラーサーン以東のChaghri　bikという二つのMll〈a’il系セルジュク家集

団を分断しようと企てたのではなかったか。仮にこのような考えに基づいて反乱を起こした

とすればGirdkahという籠城地は正に最適の立地条件を備えていた。この要塞は後にイス

マーイール派（ニザール派）「暗殺者教団」の拠点の一つとなり，モンゴル軍による猛攻の前に

も容易に陥落しなかった要害の地である［本田1991：170，179］。

　その後のQutalmishの動向をSibt　ibn　aUawzIの記録から探ってみよう。453年スルターン
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Tughril　bikはQutalmishに対抗して，寵愛のグラームKhumar　tikin　al－Tughra’1をライに送り，

自らもハマダーンからライへ乗り込んで，QutalmishをGirdkilhに包囲すべく出陣したが，岡

年シャアバーン．EI　12　H（！e61．9．1）1〈humAr　tikinがスルターンの陣から逃亡した［MZ：82，

84－5］。続いて455（1063）年の項にSibt　ibn　alねwz呈は次のような記事を残している。

　　ジュマーダーH月（1063．6．1－29）に東方からの手紙が届いた。それによれば，‘Amid　al－Mulkがスル

　ターンの従兄弟Qutaimishを勉囲するためal－RayからKirdkithへ向かったという。彼【Qutalmish】は

　部下（a1一阜ashaw）と歩兵以外に1万の戦士面穀⑫til＞を率いてその地区に住んでおり，その要塞は大変

　堅固で食糧や水が尽きない限り劉達できない。そこには芥戸はないが，水槽に集まった雨水を飲んで

　おり，それが尽きれば降伏するが，さもなければそこに至る道はない。和平について話が始まったが，

　彼【Qutalmish｝は次のような条件で開城に応じた。その条件とは，1）スルターンが離婚（talaq）にかけ

　て彼に保護（al，hifz　wa　aトhl顕sa）を誓うこと。2）彼の行為の罪を問わないこと。3）彼がアミール

　Sulaym2n【Chaghri　bikの息子で，Tughril　bikの養子となり，後継者と定められた人物】の姉妹と結婚す

　ること。4）単独で名四ある総督職（wilaya）が与えられること。このうち【生命安金の1保証は取り決：

　められた誓約を含めて与えられ，総督職もかなえられるが，結婚の取り決めと離婚にかけての誓いは誰

　がそれをスルターンに敢えて欝うのかということになり，Qutalmishは言った。「彼らがスルターンに

　敢えてこのことを毒わないのなら，私の心を和ませる保謳もなしでどうして生命をお前たちに預けら

　れようか」と。このため事態は頓挫した。［MZ：101］

ここにはQutalmishが総城するGirdkghの難攻不落ぶりが描かれると共にQutalmishが何「を

要求してスルターンへの反抗を続けていたのかを端的に知ることができる。つまりQutal－

mishは自らの生命と地位の保全を求め，自らがTt蓋ghril　bikの従兄弟であるという立場だけ

でなく，Tughril　bikとの姻戚関係を積極的に求め，さらにセルジュク朝政権の領域内で独立

した地方統治権を要求していたのである。Qutalmishが従来どの地方の支配権を持っていた

かについてはアラビア語文献には記録がないが，R盃wandiを初めとするペルシア語文献では，

Tughril　bikの西進にあたってQutalmishがジュルジャーン＝グルガーンOurjan＝Gurgan）と

ダームガーンとクーミス地方の一部へ送られたこと［RS：104，jT：20，　MA　l　98／192　v，　UHS：

37－8／i5　r］，さらにその後タバリスターンとマーザンダラーンの帝王位が与えられたこと自T

126，　MAA：15／Y　75］が記されている。これらの記録からQutalmishの所領はハザル海南岸

の東部，タバリスターンとマーザンダラーン，グルガーンとアルブルズ一脈の東端を挟んだ

ダームガーン方面であったことが分かる。これらの地方はイラークとホラーサーンを繋ぐ，

言い換えればイランの東西を結ぶ幹線路上の要衝にあたり，この地方にQutalmishが配置さ

れていたとすれば，それはTughril　bik，　Chaghri　bikが主導するセルジュク朝内部において

Qutalmishへの信頼感の厚さを表していた。

　455年ラマダーン月8日（1063．9．4）セルジュク朝初代のスルターンTughril　bikが病没する

と，セルジュク朝内部に大きな三二が現れた。周知の如くTughril　bikには男子がなかったの

で，兄弟のChaghr呈bik死後その妻をTughril　bikが婁っていた。遊牧罠の問でよくみられる
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1eviraセe婚が行われたのであるが，彼女にはSUIaymaRという息子がおり，このSulaymanが

Tughril　bikによって後継者に指名されていた。そしてSulaymanはTughri1　bik没後ライで

一度はスルターンに即位するのであるが，間もなく二入の競争者が前後して東方から現れた。

一一 lはSulaym2nには兄に当たる，Chaghri　bikの子，　Alp　Arsl蝕くlbn　al－Athir［KT：IX　476コ

によれば，420年ムハッラム月1日（1029．1．20）の生まれ》であり，彼はやがて第2代のスル

ターンとなった。もう一人が他ならぬQutalmishである。　MZによれば，　Qutalmishは上述の

ようにこの年ジュマーダー豆月からGirdkuhでTughri1　bikのワズィール‘Amld　al・Mulkに包

囲されていたが，Tughril　bikの言卜報を聞くとワズィールは撤兵し，ライへと渓っていった。

この機会にQutalmishはGirdkuhを降り，トゥルクマーンを召集し，ライ南西のSawaへ赴い

た。Qutalmishの兵力は5万騎に達し，そこからライ攻撃へ向かった。嗣じ頃ホラーサーン

にあったAip　Arsl舶もニーシャープールを発進しライを騒指していた26｝。ライにいた‘Amid

al－Mulkはこのように状況が緊迫化するとSulaymanを見限り，Alp　Arslanに救援を求めた。

ズルカアダ月21R（1063．11ほ5）にはQutalmish軍がライに：追り，‘Amid　al－Mulkはアミール

Inanj－bikを前衛とした軍を率いて町を出，Qutalmish軍と会戦するが敗走した。その後Alp

Arslanの前衛ハージブArdamがダームガーンに到着し，ズルカアダ月末日（iO63．1k．24）

QutalmishはAlp　Arslan軍を迎え繋つべくライを去り，東方に進軍した。両軍はQarya　al－

Mi恥という場所で衝突し，激戦が行われたが，　Alp　Arslan側が勝利し，Qutalmishは敗走，兄弟

のRasal　tikin，長子Sulaym5n以下多数の有力者が捕虜となった。　Qutalmishは戦場から逃亡

して山間嫉谷に分け入り，Alp　Ars12n側の城塞の一つを通過したが，その城憲に追跡され，馬

を飛ばして逃げようとしたが，落馬して乗馬に踏まれ，吐血して死んだ。彼の遺骸はズルヒッ

ジャ月13臼（1063．i2．7）ライの町に運ばれたという。

　以上の経過は専らSibt　ibn　al－Jawziの記事［MZ：110－1］に拠ったのであるが，　Qutalmishと

Alp　Ars1Anの対戦についてはal一耳usayniも詳しい記事［ADS：3e－32／18　a－19　a］を　箋しており，

大略はMZと一致している。さらにIbn　al一‘Adim［BT：20／IV　541］，lbn　al－Athir［Klr：X

36－7］，al　一Bund2ri　［TDS：30］のアラビア語文献にもQutalmlshの敗死は語られ，彼の死囲が落

馬によるものであったことはRashid　al－Din　5T：27－8］，Hamd　AllAh　Mustawfl［TG：43e］，

Aqsara’i　［MAA：15－6／Y75，　A　71］のペルシア語文献にも出てくる。これらのうち，Ibn　al一

‘Adimは会戦がDih・l　Namakとして知られるダイアく私領地》の近くで起こったとしており，

Dih－i　Namakとはペルシア語で「塩の村」の意味で，表現としては正に上掲のアラビア語の

Qarya　al－Milhに一致し，現在のイランの首都テヘラーンの東南東約120km程の所にこの地名

は現存している。Rashid　a1－DinとAqsar5’iは会戦の場所をホラーサーンの玉sfar灘nとして

おり，それは誤りと考えられるが，Quta｝mishが帝王権を求めて起った際に語ったという次の

ような言葉を収録している。

　スルターンの地位は我々に帰するものである。我々の父は部衆（qawm）の中の年長暫（mihtar）で，より

　ふさわしい者であったが，そのために殺されてしまった。OT＝28，　MAA：16／Y　75，　A　7i］
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筆者はこの三葉の中にQutalmishの，本来父Isr2’il（Arslan）に帰すべきスルターンの地位が

ガズナのM無上dによる監禁によって失われてしまった過去を想起し，　Mik5’ilの子，　Tugltril

bik死後の今こそスルターンの地位を本来それが伝えられるべきIsra’ilの子である自分の季

に取り戻そうとする強い意志を見る。彼に先だってTughril　bikの在世申に反旗を翻した従

兄弟のlbrAhim　YinalがTughril　bikの権威に挑戦したようにQutalmishもまたTughril　bik

没後の後継者決定に実力を以て名乗りを上げ，Tughril　bikの兄弟Chaghrl　blk直系の，ホラー

サーンの実力者Alp　Arslanとスルターンの地位：を争ったのである。

　最後にQutalmishに従ってAlp　Arslafiの箪隊と戦った者たちがどのような人々であった

のかについて触れておく。lbn　al一‘Ad1mによれば，　Dih－i　Namakの会戦にはQutalmish側9万

に対してAlp　Arslaa側1万2千という数字が記録されているが，　Si匡ibn　al－jawziはQuta茎一

mlsh側を5万のトウルクマーンと述べている。　al－HusaynlはQutalmishの配下に集まった集

団を「ばらまかれた蝶のような軍隊のならず者（awbash　al－jund）」と呼び，　QutalmishがAlp

ArslAnとの対戦を前に「ライの全ての村を破壊し，彼の軍隊のならず者たちの手を自磁にし

た」と述べている［ADS：31／18　a］。　Slbt　lbn　al－JawziはQutalmishがGirdk曲を降り，トゥル

クマーンを募った際，あらゆる悪入（mufsid）が彼に注意を向けたこと，ライを包囲した5万の

トウルクマーンから成るQutalmish軍が私領地（al－diya‘）を略奪し，婦女をさらい，人々を殺

害したこと，また‘Amid　al－Mulkの軍を破った後トゥルクマーンは「あらゆる醜悪で，嫌悪す

べき」（qablり　wa　munkar）行いをしたことを語っている［MZ：ilO－1］。これらの記録はトゥル

クマーン集団に対する偏見を含んでいる部分があるとはいえ，Qu堀mish配下のトゥルク

マーン軍がライ周辺の住民に決して歓迎される存在ではなかったことを示しており，都市周

辺の略奪を事とするトルクマーン集団の特徴を如実に窺わせるものといえる。

3．　Sulayrnan　b．　Qutalrnish

　前述のようにQutalmlshとAlp　Arslanの戦いでQutalmishの長子Sulaymanは父の敗戦後

捕らえられたとされるが，その後の処遇についてRashid　al－Dinは次のように述べている。

　Alp　Arslanは彼【Quta1恥lsh】の親族や従者を全て殺そうと考えた。彼の息子Sulay顧ns舩hは幼かっ

　たが，殺すように命じた。ワズィールのNl顔m　al－Mulkは是認せず欝つた。「親族を殺すのは誤りであ

　り，不吉なことである。」A｝pArslaRはイスラームの覆線地帯（thughitr）に彼らが留まるよう彼らを王

　国の辺境へと送った。そして【スルターンに対して】遜り，惨めな気持ちを抱くよう彼らのアミールや

　マリクとしての地位の慣習を廃した。その後Diyar　BakrとRuhaを【彼らの所領と】定めた。

　Sulaymanshahはルームのスルターンたちの先祖である。肛T：28］

ほぼ同じ内容がAqsarA’i［MAA：i6／Y　75，　A　71］によっても伝えられているが、それらによ

るとQutalmishの息子　Sulaym2n（またはSulaymansh5h）《shahの付いた形はアラビア語文

献には現れないので，以下Sulaymanと呼ぶ》はAlp　Arslfinによって命を奪われるところ，ワ

ズィーールのNi廊n　al－Mulkの諌言によって救われた。但し父Qutalmishが所持していたマリ

クくセルジュク朝のスルターンの一族に与えられた王の称号》としての諸特権は剥奪され，
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単にスルターンの臣下としてイスラームの前線地帯で生きる道が残されていたにすぎない。

この後のSulaymAnの動静は465年ラビーウ粥10日（1072．11．24）マーワラーアンナフル遠征

中のAlp　ArslaRが不慮の死を遂げた後まで明らかではない。次にSulaymfinの名が現れるの

はAlp　Arslanを継いで，「大事ルジュク朝」の絶頂期を現塾せしめたスルターンMalikshahの

時代である。これに先立つAlp　Arsl無時代，463年ズルカアダ月15日（1071．8．14）セルジュク

朝軍はアルメニアのマラーズギルド（Malazgird）でビザンツ帝国軍を大破し，トゥルクマーン

集団の本格的なルーム地方への流入が開始された。この地方へはマラーズギルドの戦後，

Artuq，　Saltuq，　Mangitjik，砿nish騰andらのアミールたちに率いられたトゥルクマーンが進入

して各地を征服していたが，これらのアミールたちの問で不和や紛争が起こっていたため

MalikshahはワズィールNi％m　al－Mulkの賛同を得てSulaymanをルームの王権の統治へ送

り，アミール問の紛争を斜めさせ，更なる径服地を王国に付加させることをもくろんだ。

Rashld　al－Dlnによれば，この当時のSulaym5nの存在は「大セルジュク朝」にとって「もし彼が

殺されても国運の足から一本の鯛が抜け出る」程度の取るに足りないものであったという

3T：39］。父QutalmishがAlp　Arslanとスル全一ン位を争って敗れ去ったため「大菊ルジュ

ク朝」スルターンの，その子Sulay職anに対する扱いは過酷なものであったようである。

　こうしてスルターンMalikshah時代にルーム地方へ送られたSulaymanは，　al一‘Azimiによ

れば467（1074／5）年にニーキーヤ（Niqiya＝ニカエア）を征服した［TA：16］。岡年沁n　Qutal－

mish（Sulayman）はシャームのタバリーヤ（Tabarlya；ティベリアス）でトゥルクマーンのア

ミールSh．k．1．yL’7）と共にクドス（al－Quds＝イェルサレム）やRamlaの支配者で，セルジュク朝ス

ルターンMalikshahの臣下に復帰してシャームでファーティマ朝の勢力に対冒しようとして

いたAtsizL’s）と戦い，弟や従兄弟と共に敗れて捕虜となった。この事件はSib㌻　ibn　alねwz至だ

けが記録しているが，それによれば，この年ラビーウ窮（1074．10．25－1L23）に地中海岸の

‘Akk5を征服し，ファーティマ朝のAmlr　al－juyash　Badr　al－Jamaliの妻子を捕らえたSh．k．1．y

に対して「シャーームのトゥルクやal－Nawakiya29）の頭目で，クドスとRamlaの主であった

Atsiz」がBadrの妻子とSh．k．1．yが得た財の半分を引き渡すよう命じ，Sh．k．Lyがそれを拒絶し

たため両者の関係は悪化し，この年ラマダーン月（1075．4．20－5．19）には即日海岸で両者が会

戦し，Atsizが勝利していた。タバリーヤの戦いはこの後の事件であるので，467年のラマ

ダーン月以降に起こった。この戦いの前Sh．k，LyはルームにいたSulaymhnに手紙を送って

シャームを猛うよう扇動し，次のように雷つたという。

　汝はセルジュク家の，王家の一員であり，我々は汝に従い，奉仕し，汝を名誉に思い，誇りとしている。

　しかし，　Atsizは王家の一員ではなく，我々は彼に服従し，追随するのに満足していない。…（中略）…

　我々が彼を打ち破り，彼をシャームから遠ざければ財政援助をするという約束（wu‘ad　bi　al－amwal）が

　ミスルから我々のところに来ている。［MZ：174－5］

この提案に応じたSulaymanはルームから来てSh．k．Lyに合流し，タバリーヤへ向かい，ミス

ルの渇くファーティマ朝〉への服従を表明し，クドスから来たAtsizとタバリーヤの郊外で
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対戦し，敗れ，Sh．k」．yは殺され，　Sulaym2nは捕虜となった。さらにその後ルームにいたlbn

Qutalmish（Sulayman）の兄弟がハラブに来て町を包囲した。当時のハラブの主，ミルダース

朝のNasr　b．　Mahmttdはハラブのアフダースsc＞と共に町を出て彼と戦い，撃退した。その後こ

のSulaymiRの兄弟はSalamiyaに来てAtsizとSulayrnanの処遇について使者を交わした。

Atsizはその際「私は彼【Sulayman】のことでスルターンに使者を送り，返答を待っている。ス

ルターンが命じたことを私は彼に実行する。」と言ったという。

　467年のルームからシャームへその活動の舞台を移したSulaym2nの取った行動は当時の

シャームにおけるセルジュク朝とファ・・一mティマ朝の対抗関係を背景にしたもので，Atsizに

対してスンナ派のアッバース朝ハリーファの保護者であるセルジュク朝王家の一員の

Sulaymanがシーア派＝イスマーイール派のファーティマ朝への服従までして「大セルジュク

朝」に付こうとしていたAtsizに戦いを挑んだのはそれまでのSulaym加らQutaimishの息子

たちの「大声ルジュク朝」スルターンに対する卑屈なまでの生活態度を一変させるものであっ

た。ルーム地方における従服活動の成功を実績としてSulayman率いる「大セルジュク朝」と

は別のセルジュク家集団はこれ以降次第に自立への道を歩み始めるのである。Atsizに対し

てMalikshahがどのような返答を行ったのかは史料に記録がないが，翌468年ジュマーダー1

月（1075．12．12－1076．1．10）Sulayn1瓠とその弟がAtsizの使者と共にバグダードへ到着し

くMZ：178に地名は記されていないが，　MZが参照した作品を書いたGhars　al－Ni‘maが居住し

ていたのがバグダードであり，使者が到着したのもバグダードであると推澗できる》，　Sa‘d

al－Dawla　al－Kawhar－a’inが二人をスルターンの許へ送り届けた。結果から見るとS腱layman

がその後，特に処罰を受けた様子もなく，先のAtsizの言葉に続けてSlbt　ibn　alJawziはlbn

Qutalmish（Sulayman）がアンターキーヤ（A噸R1ya）とハラブを相次いで攻撃したことを記し

ている［MZ：175－6］。その後Sulaymanは再びルーム地方へ戻ったようで，暫くイスラーム史

料にはその名が晃えない。ビザンツ帝国の皇女Anna　Comnena3i）はその父帝アレクスィオス

時代の歴史を著作に残しているが，その中ではSulaymanは「東方全域の支配者“Soliman”1と

して登場し，ニカエアに宮殿を有する彼の率いる「無神のトゥルク人」はPropontis＜マルマ

ラ海》の周辺にまで住むようになり，「Bithynia，　Thyaia周辺の全ての地方を荒らすため絶え

ず襲撃者を送り出し，彼らは馬で，徒歩で80sporusまで襲撃を行い，多くの戦利痛を運び去り，

殆ど渡海を企てんばかりであった」という［Alexiad：93］。ここに描かれているのはアレク

スィオス帝治世（1081－i118）の；初め頃のことであり，ルームへ戻ったSulaymanが曲弾エアを

中心にして自らの地歩を固め，ビザンッ帝国の残り少ないアジアの領土へ，さらには帝都コン

スタンティノープルへの圧迫を強化していった状況である。イスラームの前線地帯に留まる

ように「大セルジュク朝」領土の辺境に送られたSulaym2nにとって異教徒に対する聖戦を中

心とする彼の行動を統制するものは何もなく，ビザンツ帝国との辺境の前線地帯に送られた

ことによってSulaym蝕はむしろその地で，その後の行動の可能姓を広げる力量を蓄え，やが

て再び，東方へと転進する機会を待っていた。
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　次に諸史料中にSulaym蝕の名が挙がり，彼の事蹟中最も顕著な出来事はシャームのアン

ターキーヤの征服である。この事件を記録する文献はアラビア語のal一‘Azimi，　Ibn　al－Athir，

Ibn　a1．‘Adim，　Slb㌻ibn　al－Jawzi，ペルシア語のAqsara’i，さらにビザンツ史料の（原文ギリシア

語）Anna　Comnenaとアルメニア語のウルファのMateosがある。アラビア語文献のうち最も

詳しい記録を残すのがlbn　a茎一‘Adlmのハラブ史摘要ZHであり，以下この記録を中心として

Sulaymanのアンターキーや征服とその後の状況を追ってみよう。

　まずアンターキーや征服に先立ってSulayminは475（iO82／3）年にキリキアのTarsasをビ

ザンッ帝国の手から奪iいTarabulusのカーディーlbn‘Ammarにその地に置くカーディーと

ハティーブの派遣を要請している。アンターキーヤはシャームを南北に貫流するアースィー

（‘A＄i＝オロンテス）河口に近い，かつてはローマ領アジアの主都であった町であり，アラブの

征服後シャーム北部のal一‘Aw麺mの中心都市であったが，358（969）年にビザンツ帝国の将軍

Michael　Burtzesに奮われ，以後ビザンッ領となっていた。　Sulaym蝕はこのアンターキーヤ

を477年シャアバーン月10日（1e84．12．12）＜MZ：229ではうジャブ月末日（1084．12．2），TA：

19；KT：X139ではシャアバーン月とする》に征服するのであるが［ZK：87］，征服に至る事情

についてはlbn　al一‘Adimには記録がなく，むしろAnna　Cornnena，　lbn　al－Athir，　Sl堪ibn　al－

Jawziが記録を残している。それらの記録によれば，マラーズギルドの戦いでセルジュク朝

のスルターンAlp　Arslanに敗れた前皇帝Ro孤anus　Diegenesの寵翫，アルメニア人のPhi－

laretus＜VN：161ではFilartos，　ZN：86，7ではal－FilZrdUs，　MZ：229；KT：X焉8では

al－Firdaws》は皇帝の没落後アンターキーヤの主となったが，住罠に人気がなく，息子・とも対

立し，その息子がニカエアのSulaymanに開城を約束する使者を送りくAnna　Comnenaは息子

膚身がニカエアへ赴いたとしている》，　Sulayminはそれに応じて行軍を知られないよう夜中

に軍を進め，アンターキーヤへ到着した。Sulaym2nの率いる兵の数はZK：87では280人，1（T

；X138では300騎と多数の歩兵，　VN：i61では300人とされていて大軍を動員しての軍事行動

ではなく，隠密裡の作戦であった。ZHによればSulaymanは町へ通報されることを恐れて郊

外のal一‘lmr2niyaという私領地の住民を全て殺したという。町の主Phllaretusは町を離れて

おり，アンターキーヤは無防備な状態にあった。Sulayman軍の一隊が，内通者の手引きで密

かに城壁を登り，内側から門を開いて金軍が町に入った。一般の市民は翌朝まで何も知らな

かった。一夜明けて戦いが起こったが，町には守備兵がいなかったため激戦には至らず，住民

が逃げ込んだ内城（qal‘a）を残してシャアバーン月15日（1084．12．i6）の金曜摂にムスリムは

ai－Qusyanという場所でサラートし，その際にはRO人のムアッズィンとシャームの人々多数

がアザーーンを行った。当初比較的少数であったSulaymanの軍にはibn　Manl詠率いる300騎

を初めルームから援軍が鋼着し，大兵力になったという。

　以上がl15年ぶりにムスリムの手に戻ったアンターキーヤのSulaymanによる征服の模様

であるが，それまでビザンツ領であったアンターキーヤがそこに近い，例えばハラブやディマ

シクの領主ではなく，それらよりも遙かに遠いニ商工アを支配するSulaym瓠によって征服
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された理由は何であろうか。上に記したアンターキーヤの1｝！　Philaretusの息子の内通が事実

であるとすれば，彼が内通する相手として選んだSulaymanは彼にとって他の者より好まし

い条件を備えた人物であったはずである。その辺りの事情は全く史料中に記録がないが，次

の二つの傍証からSulaymanがアンターキーヤの征服に成功した理由を滝壷してみたい。傍

証の一つは時期はいっか正確に判らないが，　Sulaymanがビザンッ皇帝アレクスィオスと休戦

協定を結んでいたこと［Alexiad：152］である。つまり，そのような休戦協定はしばしば破ら

れたものの，～旦休戦協定を結んだ以上　Sulaymanが特に配下のトゥルクマーン集団の戦利

晶獲得の欲望を満たすため，積極的にビザンツ領に聖戦を行う大義名分はなかったはずであ

る。傍証の二つEはイスラーム史料（MZと［KT二X139］）とMate◎s［VN：161］が記録するよ

うに，町の征服後もSulaymanが特にキリスト教徒住民に配慮して，町の教会とその中の財宝

を押収したほか恒例の略奪を行わずくもつともIbn　al一‘Adimはトゥルク人が数え切れないほ

どの略奪をしたとしている［ZH：88］》Slbt　lbn　aUawz1によれば，

　Sulaymanは審託物（wada’it）に手をつけず，軍に布告した。「キリスト教徒（al・Nas2ra）の誰にも手IYしす

　るな。入の家に押し入るな」と。誰からも！ディルハムも取らなかった。キリスト教徒は彼に好感を持ち，

　彼の公正は人々に行き渡り，A噸k1yaは復興して全ての地方のうち最良の状態に戻った。［MZ：229］

という。この二つの傍謳から筆者は次のように推測する。ルームで絶えず異教徒と対心する

生活を余儀なくされたSulaymanは，彼らに対して常時積極的な聖戦を行うばかりでなく，隣

には休戦して態勢の立て直しや自らの生活の安定を園らねばならなかったので，戦場では敵

となるキリスト教徒に対して一定の譲歩を行うことも購躇しなかった。かつてSulaymanは

タバリーヤでの敗戦後，時期は不明であるが，アンターキーヤを包噛し，町の住民に町の周辺

農地（sawad）を略奪から守るため，毎年2万デd一ナールの支払を認めさせ，監視と保護のた

め城門に立ったという［MZ：175－6］。この記事によってSulaym5nが妾時の町の置かれてい

た状況をある程度把握していたことが窺われ，さらにルームにおけるSulaymanの征服活動

について何がしかの情報を得ていたはずのビザンツ帝国領アンターキーヤの佐民もキリスト

教徒に卜する強硬方針一本槍ではない，Suiaymanの柔軟な姿勢に期待し，敢えて不人気な

Philaretusを追い出してまでSulaymanの征服を迎えたのではなかろうか。

　SulaymEnはアンターキーや征服後スルターンMalikshahに勝利を報告し，当時ハラブの霊

になっていたウカイル朝のSharaf　al・Dawla　Muslim　b．　Quraysh　al一‘Uqayllにも戦利品のうち

からかなりの贈り物をした。ところがこれ以降Sulaym諭とMuslimの関係は悪化してやが

て両者は開戦に至る。以下でその経緯を述べよう。472（io79）年にハラブの主がミルダース

朝からウカイル朝のMus｝imへと替わった。　Muslimは477（1084＞年にディヤール・バクルを

めぐる争いからファーティマ朝に款を通じたことが発覚し，その処罰のためMalikshahがウ

カイル朝の本拠マウスィルにまで来たが，Musl童mはワズィールNizam　a1－Mulkの執り成しで

危地を脱したもののハラブには戻れないでいた。このMusllmが薪たにアンター　ee　一一やの主

となったSulaymanに税（al－mEl）を要求し，支払わない場合はスルターンに対する不服従と見
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なすと脅迫したのである。それに対して，正bn　al－Athirによれば，　Sulaym5fiは次のように答え

たという。

　スルターンへの服従は私の徴（shi‘ar）であり，覆い（dithar）である。私の領土ではフトバも貨幣も彼によっ

　ている。この町【アンターキーヤ】や異教徒の地方のうち神がその幸福により，私の手で征服させたもの

　を私は彼に知らせた。Antakiyaの主が私以前運んでいた税は，彼が異教徒であり趨分の首と凶聞のジ

　ズヤを運んでいたのである。私は神のおかげで信者であり，何物も運ぶことはない。［KT：X　139－40］

こうしてMuslimと彼に対する税の支払いを拒絶したSulaymanの敵意は増大し，互いに領土

を襲如し合うようになり，被害を受けたハラブ周辺農地の逸民がSttlaymanに訴えると，彼は

次のように言った。

　私は事件を甚だ遺憾に思っている。しかし汝らの主1ハラブの支配者Muslim】が私にそうすることを

　余儀なくさせたのだ。私は習慣としてムスリム【ここでは人名でなく，イスラーム教徒の意味の一般名

　詞1の財産を略奪したことはない。シャリーアが禁じたものを取ったこともない。［KT：X140］

そしてその後住民から取ったものを返還したという。このような経緯：があってMuslimの配

下からもSulaymanに付く者が多くなりMuslimはハラブでも大きな支持を得られなかった。

こうした状況で爾軍は478年サファル月24H（1085．6．21）ハラブとアンターキーヤの問を流れ

る‘lfrln（‘Afrin）河の畔，　Qurzahilという場所で会戦し，　Sulaymanの4000騎に対してMusllm

は6000騎を率いていたにもかかわらず，自軍から裏切りが出たこともあって敗死した。そし

てMuslimの究は1年後にSulayman自身が死を迎える原因ともなった。　Ibn　al一‘Adimによれ

ばSulaym2nはMusli鶏軍に勝利した後庭ラブへ来て約1ヶ月町を包囲したが，征服は叶わな

かった。その後，ハラブから繭下してMa‘arra　al・Nu‘manとKafart2bを取り，Shayzar，

L㌻．minへも進軍した。さらにSulaym5nはキンナスリーン（Qinnasrin）に城塞を築き，そこへ

移って敗死させたMuslimの妻Mani‘a　bint　Mallmtid　b．＄21itiを縫った。一方ハラブの町では

うイースで，アフダースの頭目（mutaqaddim）al－Sharif　Hasafi　al－IJutaytiが内城に拠るウカイ

ル朝のS51im　b．　Malil〈と相談してSulaymanの攻勢に対してスルターンMalikshahの援助を

仰ぐことを決定し，スル寒鯛ーン自身の来援を求めた。しかし，スルターンが到着しないため

al－Hutaytiは改めて使者を当選のディマシクの支配者でMaliksh2hの兄弟でもあるT2j　al－

Dawla　Tutushに送り，ハラブを引き渡すことを提案して来援を乞うた。　TUEushはこれに応

じて479年ムハッラム月（1086．4．18－5．17）にディマシクを出発し，途中キンナスリーンの

Sulaym蝕の城塞を包囲した後同年サファル月18日（1086．6．4）にハラブ郊外の‘Ayn　Saylam

でSulaymanの軍と会戦した。この戦いでSu｝aymanは敗死した。　IbR　aFAd職はSulayman

の死困について2説があったことを記しているが，そのうち当時最も流布していたのが，短剣

で自害したというもので，Ibn　al一’Adlmの他，　lbn　al・Athir　，　Aqsara’iとビザンツ史料のAnna

Comnenaもこれを伝えている［ZH：97，　KT：X　147，　MAA：20／A75，　Y　80，　Alexiad：154］。も

う一つの説は戦死したとするもので，こめかみに矢が当たって落馬し，絶命したと伝える［ZH

：97，MZ：244］。第二の説について夏bn　al一‘Adimは次のような記録を残している。
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　戦士たちが戦死者の遺品を検分していて宝石や黄金で飾られた鎧を見つけた。その知らせがTutush

　に届くと彼は鎧を取り寄せて言った。「これは王の持ち物のようだ」と。彼がそれを見つけた場所へ行

　くと血塗れの遺体があった。彼は「これがそのようだ」と欝つた。彼はかねてから「私が示して初めて

　汝らは遺体がどれかを知るであろう」と言っていた。「どのようにして汝はそれが判ったのか」と問わ

　れると，彼は「この足は私の足に似ている。セルジュクー族の足は互いに似ているのだ」と蓋つた。そ

　れから彼は「我々は汝に悪いことをした。汝らを遠ざけた。そして今も我々は汝らを殺している」と

　言って両自を擦り，彼【Sulayman】の死を悲しんだ。彼に慈悲を求め，蕎億な帷子を取り寄せて彼を笛

　み，サラートをした。その遺体を耳alabに運び，　Muslimの傍らに埋葬した。［ZH：97－81

Sulayrnanの遺体がどのような扱いを受けたかについてはlbn　al・Athlrはそれが腰布（izir）一・一一一

つでハラブに送られたとも記しており，上に挙げた説とは著しく異なっている。認録の上で

どちらが真実であったかを判定する術もないが，Ibn　al一‘Adimの記事が幾分かの事実を反映

したものであったとすればSulaymanの敗死は「大セルジュク朝」のスルターンに反抗した結

果であったというより，むしろシャームのハラブを申心とした地域社会におけるSulaymAn

を初め，ウカイル朝や岡じセルジュク家のTutushさらにはハラブのアフダースの長al一

二£aytiらの思惑が複雑に入り組んだ覇権争いの結果であったと晃た方がよい。事実それま

でもSulaymanはルームへの派遣以来スルターンMalikshahに対して反抗することもなく，

ニカエアを中心とした独立の支配圏をルームに有していたもののあくまでもその存在はスル

ターンのアミールくビザンッ史料のAnna　ComnenaはSulaymAnをアミール（Ameer〈Amir）

と呼んでいる》としてのものであった。

　さらにSulaymanの死後スルターーンMallksh註自身がシャームに親征し，479年ラマダーン

月初日（1086．12．10）にはアンターキーーヤに入るが，そこに残っていたSulaymanのワズィー

ルal－Hasan　b．　TAhlrは町をスルターンに引き渡し，改めてそのワズィールが町の税のことで

スルターーンに雇われたこと，スルターンはSulaymhnの子とその一族を連行し，彼らにホラー

サーンでイクターウを与えたことがそれぞれIbn　al一‘AdlmとSibt　ibn　alJawzlによって記さ

れている［BT：58／V475，　MZ：240］。これらの記事からMallkshahがSulaymhnの貿女死後も

その臣下や一族を処罰しなかったことは明らかであり，父Qutalmishとは違ってSulaymanは

スルターン位を狙ったり，スルターンの権威に挑戦しようとしたのではなかった。ai一‘顛無

やlbn　al／Adlmは，スルターンMalikshahがアンターキーヤを得てからalSuwaydiyaに向か

い，「彼の王権が東の海（アラビア海，ペルシア湾〉から藤の海（地中海）に達したことを神に感

謝して海岸でサラートした」ことを伝えている［TA：21，　ZH：101］。　Sulay燃nの活動した時

代はセルジュク朝勢力の膨張と絶頂の時期に豪たり，Malikshahの領土はマーワラーアンナ

フルからシャームに及ぶ広大なものとなった。このような時代環境の下で，Su翌aymaRの活動

は，父Qtttalmishと比べてルームやシャームの地域社会とより密接な関連を持つものとなっ

た。Qutalmishの征服地や所領支配の実態がいっこうに明らかでないのに対してSulaymin

のアンターキーや征服後の処置などは断片的とはいえ，彼がその征服地や所領の恒久的な保
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持に配慮していたことを明示している。QutalmishがTughril　bikの命令で，アルメニアに遠

征し，また対al－Basasirl作戦に投入されて，イラークやジャズィーラの各地に転戦し，自らの

所領のGirdl〈ilhに籠城してスルターンの討伐を受けるというようなめまぐるしい行動を

取ったのに対して，SulaymEnはルームやシャームで農心した勢力の確立を図る一一方でスル

ターンMalikshahに対しては服従の姿勢を保持して王朝国家の権威の中枢に挑戦する意志を

見せなかった。その意味でSulaymanはセルジュク家内部の，スルターンの権威を支持する

トゥルクマーン集団の頭目の一人に位置づけられ，その領土が「東の海と薩の海」の間にわた

る「大セルジュク朝」の絶頂期はまさにこのような存在のセルジュク一族とスルターンの統治

の一翼を担うべく各地に配置されたアミールやアタベグ（atabik＝後見人）たちの忠誠心の結

集によってその実現を見たのである。

4　．　Qilich　Ar＄15n　b．　Sulaym5n

　ルームでは477（IG84）年にSulaymailがアンターキーヤへ赴くに当たって彼はApelchasem

（くAbil　al－Q盃sim）にルームの統治を委任していった。　Abil　a1－Qasimの事蹟はAnna　Comnena

の記録に詳しいが，それによればアミールSulaymaRの自殺が全アジアに知れ渡ると各地を

支配するサトラプ（satrap）32｝はそれぞれの領土を確保し，大サトラプのAba　al－Q2simはニカ

エアを押さえてビザンツ帝国に対しても攻勢に出た。一方で自らのシャーム遠征と並行して

か，あるいはその後かにMalikshahは部将Prosuch（＜Bursuq33））に5万の兵を与えてルーム

に派遣し，ニカエアを3ヶ月聞包囲させた。苦境に陥ったAbif　aLQ議simはそれでもBursuq

に降参するくらいならビザンツ皇帝の召使いと呼ばれる方がましであるとして皇帝に援助を

要請して認められた。この結果スルターンのルーム遠征軍はニカエアを征服できずに東帰し

た。その後再びMaliksh2hはPuzanus（〈Bitz盃n）率いる遠征軍を送り，ニカエアを目指したが，

皇帝アレクスィオスの援助を得たAbit　al－Qisimにまたもや撃退された。この事件の後Abfi

al－QAsimは自らの地位の保全のため15頭のうバに運べる限りの金を積んで「ペルシアのスル

ターン」の許へ向かい，イスファハーン（Spacha〈lsfah巨n）でスルターンの許に到着した。し

かしスルターンはAba　al－Qasimを赦さず，最後に彼はBfiztinの配下のサトラプに捕らえられ

て弔事で絞殺されたという［Alexiad：155－61p＞。

　この一連の経過はイスラーム史料には全く晃えず専らビザンツ帝国の皇女Anna・Comnena

の記録に拠っているが，Sulaymanの出発以後心意エアの支配者としてビザンッ帝国との最前

線に立ったAb血a1一鉱slmは軍事的な対立ばかりでなく，皇帝アレクスィオスの招きを受けて

自ら帝都コンスタンティノープルを訪問したこともあった。Maliksh2hの派遺したBursuq

に降参するくらいなら皇帝の召使いになる方がましというAbG　al－Qasimの考えには，「大落

ルジュク朝」の権威の下でその先兵となって働くというルームに派遣されたトゥルクマーン

集団の「大セルジュク朝」に対する忠誠心より，自らの独立や生存のためには現地の事情を優

先し，場合によっては異教徒のビザンツ帝国とも手を結ぶという現実的な対応を看て取れる。

この辺りにもSulay磁諏時代に続く当時のルームの支配者たちの在地化，土着化の一端を看
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て取ってよいであろう。とはいえAbG　al－Qfisimの最終的な拠り所とする権威は「大繭ルジュ

ク朝」のスルターンMalikshahであり，そのためAbif　al－Qisimはスルターンの許を訪れ，御機

嫌を伺おうとしたが，かねてから蒙っていた不興のために殺害された。こうしたAbg　al－

QAsimの行動を通して見た彼の姿勢には一方でルームの現地の事・情を優先しようとするいわ

ば“分権指向”と同時に絶頂期を迎えた「大曲ルジュク朝」スルターンの政治的な権威に依存し

ようとする“中央指向”が隅乱していた。Maliksh蝕時代のセルジュク朝支配圏における地方

支配者の多くがこのような二つの指向の均衡の上に立ってその政治的な地位を保持していた

と考えられ，先に述べたSulaymanの姿勢も基本的には同様であった。ところが485年シャツ

ワール灘6B（1092．ll．20）にMalikshahが没すると「大セルジュク朝」の権威そのものが衰退

を始め，地方では二つの指向の均衡が崩れて“分権指向”が一気に高まりを見せることになる。

Sulaymanの子Qilich　Arslanがルームで活躍を開始するのは正にこの時期であった。

　さてQilich　Arslanのルームへの登場についてはイスラーム史料に言及がない。先にも記

したようにSulaym触の敗死後Malikshahがアンターキーヤから彼の子を連れ去って以来の

消息はイスラーム史料に拠る限り不明である。この時期のセルジュク朝内部の事情について

はビザンッ史料のAnna　Cemnenaが比較的詳しい記録を残しており，それによればスルター

ンの兄弟Tutuses（＜Tutush）が刺客を送ってスルターンを暗殺した。この時スルターンの許

で捕らわれていたSulaym5nの二人の息子は逃亡して沸々エアに至り，AbG　al－Qgsimの兄弟

で当時ニカエアを支配していたPulchases（＜Abit　al－Ghazi）から町を引き渡され，二人のうち

年長のClitziasthlan（＜Qilich　Arslan）がスルターンに選ばれたという［Alexiad：161－3］。

ルームのスルターンがいつごろからスルターンを称し出したのかという問題についてはこれ

もイスラーム史料に確証はないが，Anna　C◎mnenaはSulaym2nを一貫してアミール（Ameer）

と呼ぶのに対してQilich　Arslgnはスルターンと呼ばれるので，　rV｛alikshAh没後Qilich　Arslfin

がルームへ戻って以降のことと推測される。

　MalikshAhの没後「大瓶ルジュク朝」のスルターーン位は彼の長子であるPargiarch（〈Berk－

yaruq）と，Malikshahとカラハン朝の王族の出身であるTirkaR　Khatitnの問に生まれた

M碑mOdの間で争われた。487（1094／5）年にMa￥mGdと和解し，その後Maりmitdが天然痘で

病没した後もBerk－yaruqはスルターン位をめぐって叔父のTikish，　Tutush，　Ars12n　ArghOの

挑戦を栢次いで受けたがこれらを全て退け，493年ラジャブ月（liOO．5．i2－6．1e）にはハマダー

ンに入ってスルターンに即位した兄弟のMuhammad　Taparと戦ってフーズィスターンへ敗

走した。これ以後498年ラビーウll月2日（1104．12．22）ハマダーン南方のブルージルドで病

没するまでBerk－yaruqの生涯は兄弟Muhaminad　Taparとの不断のスルターン位をめぐる争

いに明け暮れた。この激烈なスルターン位をめぐる争いを通じてセルジュクー族の問には実

力こそがスルターン位：を獲得するための唯～の手段であることが再確認され，その実力を確

保するための合従連衡がさかんに行われ，結果としてホラーサーンに拠るSanjar以外には決

定的な実力を持てないまでに王朝の申枢部分の権力基盤は弱体化して，Malikshゑh時代にう
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ち立てられ，絶頂期に達した「大田ルジュク朝」スルターンの政治的な権威もそれに伴って瓦

解し始めたのである。

　一方向ームのスルターンとなったQilich　Arslanの身辺にも大きな歴史的事件の波が押し

寄せていた。それは西欧からコンスタンティノープルに到着した第1次十字軍によるルーム

経由の聖地イェルサレム遠征によって引き起こされた。al一‘Azimiと茎bn　al－Athirは490年ラ

ジャブ月（1097．6．14－7．i3）Qilich　Arslanが最初のナ字軍（al－Faranj）と戦ったとi報じている

が［TA：25，　KT；X274］ウルファのMateesによれば十字軍の襲来の際マラトヤ（Mal曄ya）を

包囲中のQilich　Ars12nは大軍を率いてニカエアに急ぎ戻ったが，フランク人に敗れ［VN；

189－90］首都のニカxアを失陥し，「ルーム・セルジュク朝」のスルターンがこの町に入ること

はその後の歴史でも二度となかった。またイェルサレム遠征の途上十字軍はかつて

Maliksh2hが14年前にビザンッ帯国側から奪取したアンターキーヤの町を8ヶ月包囲の後

491年ジュマーダーR月28瞬（1098．6．2）に征服し，以後666年ラマダーン月4H（1268．5．19）に

マムルーク朝のスルターンBaybars　al－Bunduqdariによって再征服が行われるまで170年に

わたって彼らの支配下に置いた。このようにルームにあったQilich　Arslanはビザンツ帝国

やDanlshmandを初めとする他のムスリム・トゥルクマーン集団のアミールたちに対処する

だけではなく，ヨーロッパから突如墨入した異教徒とも戦わねばならなかった。イランやイ

ラークを申心とした「大セルジュク朝」の内部でスルターン位をめぐる激しい内戦が続いてい

る一方で，ルームやシャームでは在地の，そして外来の諸勢力が入り乱れた十字軍戦争が各地

で展開されていたのである。この時期には「如是ルジュク朝」の側でもまたルームの側でも互

いの事情に介入したり，干渉する余裕はなく，Qilich　Ars12nは十字軍にニカエアを奪われた

後独自に勢力圏をルームに再講述すべく苦闘を続けていた。具体的には彼は内陸のコニヤ

（Qfiniya）に本拠を移し，495（1101／2）年にQilich　Arslanはカッパドキアを支配するトゥルク

マー一・ンのアミールDanishmandと協1司してフランク人を打ち破り，その将Bifymund（〈

Bohemond）を捕虜とする程の勝利を得ていた。

　東方でBerk－yaruqの没後ホラーサーンのSanjarの援助を得てスルターンMuりammad

Taparがイラーク以西の支配権を確保した頃498年シャームのディマシクでTutushの子

Ouq的が究戯し，シャームのセルジュク朝権力はアタベグTughtikinがディマシク周辺を，

Du⑫qの兄弟Ridwanが引き続いてハラブ周辺を支配することになった。ディヤール・バク

ル地方の都市アーミド（Amid）とマイヤーファーリキーン（MayyafAriqin）の地方史を残した

Ibn　al－Azraq　al－Fariqiによれば，この年Du⑫qの翫領であったマイヤーファーリキーンにい

た彼のワズィールplya’al－Din　M的a皿madはマラトヤのスルターンQilich　Arslanの許へ赴

き彼をマイヤーファーリキーンへと招いた。この招請に応じてQilich　ArslaBは498年ジュ

マーダー1月27霞（1105．2．14）マイヤーファーリキーンに入ったという［TF：272］。この事件

はlbn　al－Azraq　al一磁riqlの記録にしか見えないが，同年ジュマーダー韮月13顕（1105．3．2）に

はバグダードのスルターーンM的am騰adの許に，Qilich　Arsltinがディヤール・バクルを目指し，
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そこを領有した後一軍をジャズィーラに送ったことが伝えられたことをIbR　al’Athlrが記録

している［KT：X　388］のはマイヤーファーリキL一一・・ンの名は見えないもののほbn　al－Azraq　al－

F2riqiの記事に対応するものである。その後499（21e5／6）年にQilich　Arslanはルハー（エ

デッサ）に来冠して十字軍支配下の町を包嬉し，続いてハッラーン（Harr5R）の晦をマウスィ

ルの領主Jukur…nish（〈Ch6kttrmish）の配下から引き渡された。　Ibn　aLAthlrによれば町の住

民は十字軍へのジハーードくルハーの包囲》を期待して彼の到来を歓喜して迎えたという［KT

：X　415］。この後Qilich　Arslfinは重病を愚い，マラトヤへ帰還したが，彼の配下はハッラーン

に残った。ルハーの包囲とハッラーンの占拠については前者の町に居住していたMateosが

アルメニア麿555（｝106／7）年のこととして記録している［VN：231］。上記のQilich　Ars12nの

行動の舞台となったマイヤーファーリキーン，ルハー，ハッラーンといった都市はディジラと

フラートの爾河に挟まれたジャズィーラ地方にあり，Qilich　Arslanはルーム地方の東爾の要

衝マラトヤを根拠地としてジャズィーラ地方への支配圏の拡大を図っていたものと見られる。

こうしたジャズィーラへの進出の最終的な結果となったのがQilich　Arslanによるマウスィ

ルにおける支配権の確立であり，この事態はその後彼が命を失う原困ともなった。Ibn　al－

Athlrはマウスィルをめぐる争奪戦をまことに詳しく記録しており［KT：X422－30］，煩雑で

はあるが，便宜上それを3段階に分けて以下に紹介し，Qilich　Arslfinの末路と彼がこの一件

に果たした役割を考察してみよう。

［第1段階］　セルジュク朝の簸噂ammad　TaparがBerk－yaruq没後スルターン位を確保する

と彼はそれまで自らの実効的な支配が及んでいなかった地方を確保すべく各地に遠征軍を

送った。ファールスとフーズィスターンの問の地方を所領としていたJawli（＜Chavli）の許

へも討伐軍が送られ抵抗はしたものの結局Chavliは降伏し，イスファハーンでMt巾ammad

の許へ撮頭した。スルターンはChavliに十字軍の領土を奪うため彼らの支配地域へ進軍す

ることを命じ，500年ムハッラム月（1io6．9．2－10．1）にはその見返りとしてマウ入イル，ディ

ヤール・バクル，ジャズィーラを彼にイクターウとして授与した。これらの地域はいずれも

かつてChavliの自演となったことはなく，スルターンMψammadは自らに降ったChavliを

元の所領から追い出してその軍事力を自らの西方への支配圏の拡大に利用しようとしたので

ある。従ってChavliにマウスィルその他がイクタ・一・一・ウとして授与されたにしても，現実には

Chavliがこれらの地域の制圧に成功しなければ全くの空手形となってしまうような性質の

ものであった。一方マウスィルの領主Ch6kilrmishはかつてBerk－yaruq側に付いていたた

めアザルバイジャーンから進軍してきたMuhamrnadに498年ジュマーダー一一　1月10　H

（1105．2．28）までマウスィルを包囲されていたが，このHBerk－yaruqの同報を受け取り，

Muりamnladに降伏した［KT：X　382－4］。その後自らバグダードへ赴いて一旦はスルターンへ

の軍事奉仕（khidma）と税の移送を約束したものの，マウスィルに帰るとその務めを怠ってス

ルターンの不興を買い，結果的にChavliに彼の所領が与えられることになったのである。こ

こにもまたスルターンの権威の低下とそれでもなお配下のアミールたちを操縦して自らの支
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配権とそれを裏付ける権威の再構築を図ろうとするスルターン側の意図を見て取れる。

Chavliはこの年ラビーウ1月初日（1106．10．31）にバグダードへ到着し，al－Bawazij経磁でイル

ビル（Irbil）へ向かった。イルビルの領主でクルド人のAbit　a1－9ayj5’b．　Mifsak　al－Hadhb2ni

はマウスィルのCh6kUrmishに来援を求め，それに応じてCh6ktirmishはマウスィルを出て

Abit　al－HayjA’の派遣した彼の息子たちの率いる軍とイルビル地方のB激a1骸村で合流した。

1000騎からなるChavli軍がそこに現れ2000騎のCh6ktirmish　eqと合戦した。戦いでChavli

はCh6kitrmishの中軍を攻め破り，半身不随（f醐）のため逃亡もままならぬCh6ktirmishは

Chavli軍に捕らえられた。

　以上を第1段階とする。ここではQilich　Arslanは全く登場せず，ことはスルターーン

Muharnmadに将来の所領をイクターウとして与えるという約束だけを与えられ，その後は対

十字軍戦役にも投入を予定されたChavliが手勢を率いてマウスィル方面に進軍し，Chδktir－

mishを破って彼を捕虜にするという経過である。　Chavliがバグダードから1薮ちにマウスィ

ルへ行かなかったのは恐らく彼の兵力がマウスィル攻撃には少なすぎ，まずはより小規模の

町を攻めて，成功した際に期待される兵力の増強を得てはじめてマウスィル遠征が可能にな

るような状況を反映していたのであろう。

［第2段階］Ch61〈itrmishが捕らえられるとマウスィルの町の人々は彼の息子Zanl《iを立て

てChavliへの抵抗の姿勢を示した。　Ch61〈itrmishのマムルークで内城を守備していたGhuz－

ughliはこの年タクり一トを取ったアラブのマズヤド家のSayf　al－Dawla　＄adaqa　b．　ManSitr，

Qilich　Arslafl，バグダードのシフナ（shihna＝軍政長官）Qasim　al－Dawla　al－Bursuqiの3者に手

紙を送り，　Chavliを撃退することを求め，要求に応えたものには誰にでも晦を引き渡すとし

た。このうち＄adaqaはスルターンに服従し，要請には応えなかった。一方Chavliはマウ

スィルを包囲したが，Ch6kttrmishの手で竪固な防備を施されたマウスィルの町は容易に陥落

しなかった。捕らえられていたCh6kgrmishは毎臼ラバに乗せられて町にいる配下の者たち

に，町を明け渡し，自らを解放してくれるように説得の呼びかけをさせられたが，効果はなく，

何日かして監禁されていた井戸の申で遺体となって発見された。

　マウスィルから援助を求められた3人のうち，Qilich　Arslanは要請に応じてマウスィル浦

回のナスィービーン（Na＄ibln）に到着し，彼の到着を聞いたChavliはマウスィルを撤退した。

いま一人のal－Bursuqiも要請に応じてChavliの撤退後バグダードからマウスィルの東郊に

達したが，「誰も彼に関心を払わず，【住民からは】彼に一壷もなかった」ため，早々と撤退した。

Qilich　Arslinはナスィービーンで増援軍を待った。　Chavliは撤退後マウスィル西方で，ナ

スィービーンよりは東にあるスィンジャールへ行き，そこに荷駄を置いて留まった。彼の許

へはマルディン（MErdin）の跡座Ilgh盃zi　b．　Artuqが鋼着し，さらにCh6kgrmishの配下の一一部

も合流した。その後Chavliはスィンジャールからより西方の，フラート河畔のラフバ（al－

R的ba）へ向かった。マウスィルの民とCh6k癬mlshの軍はナスィービーンのQilich　Arslan

に使者を送って互いに誓約し，Qilich　Arslanはマウスィルの民の服従を取り付けた。こうし
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て500年ラジャブ月25日置IIO7．2．22）Qilich　Ars15nはマウスィルに入り，その虫となった。彼

は玉座（al－takht）に座り，金曜礼拝のフトバではスルターンMu￥ammadの名を落とし，ハリー

ファの後で自らの名を唱えさせた。その後のQilich　Arslailの行動はIbn　al－Athirから直接に

引用してみよう。

　彼は軍をよく遇し，jukurmishのマムルークGhuzughliから内城を取ったが，彼をdizdar【城主】として

　そこに置いた。圧制をもたらす新奇な税（al－rusitm　al－muljdatha　ff　al一？ulm）を廃止し，人々を公正に扱

　い，馴れ親しんだ。彼は言った。「私の所へ人を中傷に来る者は殺す」と。それで誰も入を中傷しな

　かった。Maw§ilのカーディー職にはal－Qadi　Aba　Mullammad‘Abd　Allah　b．　alQasim　ibn　al－

　Shahrazurlを任じ，ライース職（al－ri’asa）にはAbU　al－Barakat　M晦a【引回ad　b．　Mubammad　b．　Khumays

　を任じた。彼は我々の師（shaykhuna）Aba　al－Rab1‘　Sulaymanの父親である。［K孚lX427］

　以上を第2段階とする。ここでは最後にlbn　al－Athir《555年ジュマーダーIE　4　H

（i16e．5．13）生まれ》の記録の情報源となったであろう人物の名が明示されると共に，Qilich

ArslAnがマウスィルからの呼びかけに慎重に対処し，町の人々との互いの誓約の結果マウ

スィルの主となる状況が描かれている。当初マウスィルの人々にとってChavliを撃退して

町を引き渡される3人の候補者の一人にすぎなかったQilich　Arslanが町の入々との交渉で

マウスィルから当爾最適の支配者と判断されていく過程はここでの記録に明らかではないが，

いま一一人の候＊al　al－Bursuqiへの対応と比べて結果的にQilich　Arslanには町の人々による大

きな期待が懸けられていったようである。またQilich　Arslgnはマウスィルでのフトバにス

ルターンMuhammadの名を落とし，虜らの童権を明らかにしている。これは彼の父

Sulaymanがアンターキーヤを征服した際当時のスルターンMaliksh5hへ事態を報告したと

いう前述の記録と著しい対照を見せる。すなわちこの行動は，マウスィルを領有した時点で，

Qilich　ArslanはスルターンMuhammadの権威を否定したということであり，セルジュク家に

属するとはいえ，　Mik2’ilの子孫である「大州ルジュク朝」とは異なる，至sr須’il直系の子孫であ

り，独力でルームの各地を伐り従え，十字軍勢力とも競合していたQilich　Arslanにとっては

もはや長年のスルターン争いの結果地に墜ちていたとも器えるMuhammadの権威を認める

必要はなかったのである。この意味でウルファのMateosがQilich　Ars1諭を「醤方のスル

ターン」と呼ぶのは［VN：i87，218，231］決して現実を無視した誇張ではない。

［ng　3段階］　マウスィルの領主となったQilich　ArslgRの許にはディヤール・バクルの中心

都市アーミドの領霊Ibr盃hirn　b．　Yinilや琴i＄R　Ziyad鴉名Khartabirtの領ili　Mullammad　b．

3ibiq（＜Chibiq）などのトゥルクマーン集団の頭租もいた。　Chavliはラジャブ月にフラート河

畔のラフバへ翻着しラマダーン月24日（1107．5．19）に征服するまで町を包囲した。この間

Chavliはハラブの領主で，セルジュク朝のMalik　Ridwanに使者を送り，自らの所領マウスィ

ルやディヤール・バクル，ジャズィーラを確保した暁には十字軍の手からRidwanの領土を

解放するべく協嗣作戦を取ることを知らせ，この条件でRi¢w2n自身の援助も受けることに

なった。こうした状況でQilich　ArslanはChavliとの戦いに赴くべく11歳になる自らの息子
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Malikshahを町に残してマウスィルを後にした。彼の軍は4000騎で装備もよく整っていた。

Chavli軍にハラブのRidwanが参加して増強されたことを知ると，Qilich　Arslan軍には心変

わりをする者が出て，アーミドのIbrahim　Yinalは真っ先に陣を離れ，自分の所領へと去って

いった。Qilich　Ars12nはかってビザンツ皇帝アレクスィオスがアンターキーヤの牽字軍勢

力の頭目Bohemondと戦うのを援助して皇帯に援軍を送っていた。その軍隊が彼の許に帰還

するまで時間稼ぎをしょうとしたが，間に合わなかった。Chavli軍はRidw2nの援助も得て

4000の軍勢となったが，勇士の数はQilich　Ars1翻軍より多かった。　ChavliはQilich　Arslan

への増援の到着前に開戦した。時は500年ズルカアダ月20臼（i107．7．13），所はフラート河の

支流ハーブール（Khabar）河畔であった。戦いの模様は再びIbn　al・Athlr自身の記録を以下に

引用してみよう。

　Qilij　Arslanは自ら敵軍に攻撃をかけ，敵軍をかき乱し，旗手の手を打って軍旗をその手から離させた。

　また自らjawliの本陣まで進み，彼に剣で切りかかってその絹を詰めた刺し子の痘璽（al－kazaghand）を

　斬ったが，肉身には達しなかった。Jawli軍は彼の軍に攻撃をかけ，彼らを打ち破り，彼らの荷駄

　（thaqal　wa　sawad）を戦利品とした。　Qilij　Arslanが自軍の敗北を知ると，もし捕虜になれば，特に彼は

　スルターンと領土や，スル四一ン位そのものを争ったので，和平（sulh）の余地を残さなかった者の扱い

　を受けることを悟り，　al－Khabitrに投身して頚wli軍の矢から自身を守ったが，彼の乗馬が水の深みに

　はまり，溺れた。数目帰心体となって発見され，　al－KhabGrの村の一つであるal－Shamsaniyaに埋葬さ

　れた：f’｝。［KT：X430］

戦いの後Chavliはマウスィルに行き，この度は町の人々は彼に城門を開いた。町にいた

Qilich　ArslAnの配下はそれを陞止できなかった。　Chavliは戦いの際Qllich　Arsl闘魚につい

たCh6ktirmishの部下を一人残らず捕らえた。彼はフトバで唱えられる名をM的a騰madに

戻し，Ch6kin－mishの配下の一団の財産を没収した。その後Ch6ktirmishの子Habashiがいた

マウスィル上流のJazira　ibn　‘Umar　〈｝bn　al－Athirの生地》へ向かい，暫く包囲して講和した後

再びマウスィルへ戻り，Qilich　ArslAnの子MalikshAhをスルターンM的ammadの許へ送った。

　以上が第3段階で，これをもってIbn　al－AthirのマウスィルをめぐるChavliとQilich

ArslaRを中心とした記録が終わる。史料作者のIbn　al－Athir自身がここに述べてきた事件の

約！00年後他ならぬマウスィルに居住していたので，これらの経過の記録は信濃性が高く，マ

ゥスィルを翻心とした優れた地方史となっている。この段階ではQilich　ArslanのChavli軍

との戦いが描写され，戦前に彼の軍が十字軍に対抗して異教徒のビザンツ皇帝を援助してい

たこと，ハラブのセルジュク家の領主Riφw諏まで巻き込んだChavliの採った作戦の巧みさ，

Qilich　Arslanの奮闘と自殺に等しい溺死等の事情が明らかになる一方で，戦後の溝和見的な

マウスィル住民のChavliに対する態度や祖父Sulaymanや父Qilich　Arsl言nと同じくその子

Malikshihもまた「大込ルジュク朝Mのスルターンの許に送られることになったことが語られ

ている。この困縁とも言うべきlsrfi’il系の子孫たちのQutalrnish，　Sulaymfin，　Qilich　Arslanの

3代にわたる桐次ぐ敗死はその後のルームのスルターンたちの歴史にも大きな影響を与えず
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にはいなかった。以後の歴史の申で具体的にはQilich　Arslanの子孫のうちで「大セルジュク

朝」やその後身であるアジャムのあるいはイラークのセルジュク朝と呼ばれる王朝との問で

敵対競合関係を持った者は一人もいなかった。Qilich　Arslanの子孫であるルームのスル

ターンたちはその後は専らルーム地方で自らの支配権を確立すべくビザンツ帝国，トゥルク

マーンのDanishmaRd朝，そして時にはナ字軍勢力とも対立抗争を続け，あるいは状況次第で

和親に入り，ますます地域社会との関係を深化させていった。彼らが「ルーム・セルジュク

朝」と呼・ばれる所以である。しかし，上述のSulaym2nやQilich　Ars15nの活動がそれを明示し

ているように彼らは決してルームのみを自らの活動の舞台と考え，その征服にのみ努力を傾

注していた訳ではない。「大セルジュク朝」の絶頂期にルームで孤箪奮閥を続けていた

Sulaymanにはそれを明らかにすることが許されなかったが，彼の父Qutalmishは需うまでも

なくその子Qilich　Arsianにも明らかに「大セルジュク朝」の権威に挑戦し，競合しようとする

意志があった。ルームのスルターンの祖とされるSulaymafiやQilich　Ars15nがルームの内地

ではない，シャームのハラブ近郊やハーブール河畔で敗死した事実が彼らの目指す目標が何‘

処にあったのかを何よりも雄弁に物語っている。以上のような経一過を考慮して筆者はルーム

のスルターンたちの祖先を単純に「ルーム・セルジュク朝」の祖先と呼ぶことには些かの購躇

を覚えるのである。こうしたルームのスルターンたちのルームの外，特に東方を指向する傾

向はQilich　Arslanまでの時代に限らず，西暦13毯紀に「ルーム・セルジュク朝」の最盛期を逗

留させたスルターン‘AIA’al－D1n　Kayqubad時代（1220－37）の記録にも顕著に見て取れる［井

谷1988：132－3］。一一方，東方では552年ラビーウIE　26　U（1157．5．8）ホラーサーンを慈心に「大

愚ルジュク朝」の威鱈を園復させたM的ammadの直訳兄弟Sanjarが没すると共に「大セル

ジュク朝」の時代は終焉し，さらに590年ラビーウ二月24日（1194．3．19）ライ近郊の戦いでイ

ラークのセルジュク朝スルターンTughril　H世がホラズムシャーフTikishの軍に敗　卜した

ことで「大気ルジュク朝」の系統を継ぐ一族は歴史上姿を消してしまったのである。「大セル

ジュク朝」の系統が廃絶した後，「ルーム・セルジュク朝」に属するスルターンたちがどのよう

な王朝としての意識を持ち始めたのかということを以下でRawandiの著作に探ってみたい。

il．「ルーム・セルジュク朝j史料としてのRawandiの著作

　　Ropat　al－Suddir　wa　Ayat　al－Sunir

　Najm　al・Din　Ab亘Bakr　Mψa∫nmad　b■A｝1　b．　Sulaym言ft　a1・Rawandiの著作1～碗磁αε一Sudtir　wa

海磁磁＆砺γ（アラビア語で「胸の安らぎと喜びの証」の意味，文献表RS）は，そのペルシア語

テクストの校ilvs15　Muhammad　lqbalによれば，主として「大田ルジュク朝」の歴史を内容とし

たものである《qbalは「大セルジュク朝」の歴史を1⑲4年のスルターンTughrilの敗死まで

と考えている》。史料として特に価値：を持つのは最後の二人のスルターンArslinとTughri1

9世の治世を含む部分（555－95（1160－99）年）であり，「最初のi2人のスルターンの治世は著し

く簡略で，しかも興味を引かないやり方で扱われている」という［lqba茎1921：21］。
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　RSの臨本は唯一つが確認されているだけで（Bibliotheque　Nationale，　Paris，　Supplement

Persan　l314）あるが，その書写年代は635年ラマダーン月初日（1238．4．17）と古くセルジュク

朝の歴史を記したペルシア語文献の中では現存する最古のものである。校訂者Iqbalによれ

ば，著者Rtiwandiはイランのカーシャーン近郊の小さな町Rawandの歯身でアラビア文字書

遵を初めとする諸学芸に秀でた知識人を貼出した家系に生まれた。彼は幼い頃父を亡くし，

その後母方の叔父Taj　al－Dln　Ahmadの許に引き取られ，そこで書道や製本，写本への金箔工

芸について学んだ。577（l181）年上述のスルターンTughril　R世が母方の別の叔父Zayn　al－

Din　Mal）mGdを師として書遵を学び始め，やがてスルターンがそれに熟達すると彼はクル

アーンの写本を一一部作り，その写本に装飾を施すため金箔工芸人（mudhahhib）として叔父の

紹介でRSの著者踏wand玉はスルターンの知遇を得た。585（1189）年にはマーザンダラーン

に派遣された叔父に従ってスルターンの許を去るが，その後再び彼がスルターンに会うこと

はなかった。前述のように590（1194）年にはTughril　H世が敗死してしまうためである。そ

の後約6年をハマダーンの有力者の子弟を教育する照準を引き受けた後，一盛引退生活を送

り，599（i202）年にRSの執筆を始めた。そして最終的に完成したRSを603（i206／7）年に自ら

コニヤに赴いて当時のルームのスルターンGhiy盃th　alDln　Kaykhusraw　I世（治盤：1192－6，

1204－10）に献撮した。その後の彼の生涯は明らかではない［lqbal　1921：15－2i］。

　このような経歴の著者が著したRSは「大セルジュク朝」の歴史を記録したものであると詞

時に「ルーム・セルジュク朝」のスルターンに献呈されたという性格を持つため，ルームのス

ルターンたちの先祖の事蹟についても彼らの「大凶ルジュク朝」との関連を含めて言及が存在

することが期待される。しかし，現実にはルーームのスルターンたちの先祖の事蹟については

Isr2’llを例外として「著しく簡略で，しかも興味を引かないやり方で扱われる」どころか殆ど

全く記録がないのである。その意味ではRSは「ルーム・セルジュク朝」の歴史研究に役立た

ない。ところが，献呈先のスルターンKaykhusrawを作晶の随所で賞賛し，祝福した部分には

Rawandi自身が，この当晴のルームのスルターンを彼自身が身近に接したイラークのスル

ターンTughrilと彼の先祖たちになぞらえ，結び付けようとした表現が晃られる。以下でそ

れらの表現をいくつか引用し，「大セルジュク朝」の滅亡後，R5wandiによってルームのセル

ジュク家がどのような歴史的位置づけを与えられていたのかを明らかにしてみたい。

　まずRawandiはその著作でKaykhusrawをGhiyath　alのunya　wa　al－Din＿Aba　al－Fatり

Kaykhusraw　b．　‘lzz　al－Din　Qilij　Arslan　b．　Mas‘itd　b．　Qilij　Arslan　b．　Sulayman　b．　Gh5zi’us）　b．

Qutalmish　b．　IsrA’il　b．　Saljaqと呼んだ後［RS：19］彼のことを以下のように讃える。

　Malil（shahやSanjarの王冠が彼によって記憶となって残る玉座の主［20］

　MalikshahやMas‘tidの魂が汝【Kaykhusraw】のような後継者（khalaf）を誇る［23］

　Saljoq家の王権の始まりは勝利のスルターン（Sultan－i　Qahir）Ghiyath　al－Dunyfi　wa　al－Dinの7代目の

　根先Isra’Tl　b．　Sa雛qからである［64］

　この世の続く限りMalikshah，　Mallmijd，8irkyaruq，　Mullammad，　Tughril，　Mas‘Gdは彼らが国都（Dar　al一
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　Mulk）1§fahanやHamadanに造らせた諸マドラサによってその美名が貯えられるであろう。…彼らの

　後継者，勝利のスルターンGhiy盃th　al・Duny2　wa　al－Din…［67－8］

　Sal頂q家国運の相続人，世界の主（1（hndawand・i‘Alam）37），Adamの子らの帝王Ghiyath　al－Dunya　wa　al－

　Din　AbU　al－Fat￥　Kaykhusraw　”’　［84］

　【Alp　Arslfin】lth10日目息子のうちMalikshahを皇太子（wali‘ahd）としていた。　Malikshahは国土を保

　持し，世界の主，Adamの子らの帝王，勝利のスルターンGhiyath　al－DUfiya　wa　al－Dln…に遺産（mirfith）

　としてそれを残した［123］

　MalikshahのEIEifEと王冠と玉座の相続人，勝利のスルターンAbe　al・Fa晦Kaykhusraw［136］

　【スルターンSanjarの生涯は72年と数ヶ月，治世は6鶏三であった1世界の主，　Adamの子らの三王，勝利

　のスルターンGhiyath　al－Du“ya　wa　aH）ln…がその生涯と王権の穏続人であるように，彼の命令が

　Sanjarの国土の諸方に達するように［185－6］

　彼【スルターンM癖ammadの子Mallmgd（治世：ll18－31）1の王権と玉座の相続入，彼の栄光と幸運を

　持つ者，勝利のスルター一一ンAbit　a1－Fa晦Kaykhusraw…は彼より覚醒し，支配考らしい［205］

　至高の王がMalikshahとM吻am澱adの王権の相続人，勝利のスルターン…Ghiyath　al－Dunya　wa　al－Dln

　一に王権と生涯を享受させるように〔256］

　この幸運な君主の国運はSal癬q家の樹々（ashj盃r）に秋枯れの後の，春黍の光と花を現し，芳草の活力と

　緑の薪鮮さを生ぜしめたので［271］

　至高なる王が…世界の主，最高のスルターン，偉大な帝王中の帝王…AbO　ai－FatりKaykh疑sraw　Ghiyゑth

　al－Dinをこの王権の相続人とするように。彼の国運の軍旗をこちらの方【イラーク】へ達せしめるよう

　に◎‘lraqにはTughril，　Arslan，　Sanjar，　Sttlayman，　Malikshah，　Alp　Arslfinの記憶がある。［403］

　【Kaykhusrawが｝Sa．　ljaq　Xのスルターンたちの王権と王冠と玉座の相続人であるように［458］

これらの表現はRS全体を通じて18箇飯現れるが，それらにおいて「勝利のスルターン」と呼

ばれるKaykhusrawが「大州ルジュク朝」スルターンたちの「後継者」，彼らの王権の「根続人」

とされていることが直ちに理解される。Rawandiは先で筆者がIsra’il以下4人のルームのス

ルターンの祖先たちの事蹟について述べたような内容について殆ど全く述べておらず，かつ

てルームのスルターンとその祖先が「大セルジュク朝」と敵対競合するような事態があったこ

とを彼自身がどの程度把握していたのかは明らかでないが，「大セルジュク朝」とその直系の

後継者がもはや存在しなくなった時点で，RAwandiは，彼自身のイラークにおけるセルジュク

朝政権復活の願望を込めてルームのスルターンKaykhusrawをf大セルジュク朝」の王権の相

続人と呼んでいるのである。Rawandiによる，ルームのスルターンを「大計ルジュク朝」の相

続人とみなす呼び方は西暦13世紀のルームにおける歴史著作に明らかな影響を残し，その代

表的な著作を書いたIbn　BibiはKaykhusrawの息子，スルターンKayqub銭dに「大セルジュク

朝」のスルターンたちを「我々の伯父たち」（a‘mam－i　m2）と呼ばせている〔井谷1988：！43］。

かつては，時に敵対や競合の対象となってきた「大セルジュク朝」が滅亡した後もなお存在し

た「ルーム・セルジュク朝」は一転して彼らの後継者，相続人としての意識を持ち始めたので



「大セルジュク朝」と「ルーム・セルジュク朝」 49

ある。つまり歴史上，「大豪ルジュク朝」が滅亡した後，その権威や記憶を最も必要としたのは

「ルーム・セルジュク朝」に他ならなかった。

おわりに

　以上アラビア語，ペルシア語の文献資料を用いて，「大セルジュク朝」と「ルーム・セルジュ

ク朝」の相互関係を考察してきた。結果的に「ルーム・セルジュク朝」は「大様ルジュク朝」の

王権の後継者，相続人としての意識を持つに至るというのが一応の結論であるが，歴史的には

この両者は同じセルジュク家でもlsra’il系，臨k盃’il系と名祖の子供の段階で分枝した，そも

そもの系統が異なる王朝であり，むしろ初期には競合関係にあったと見るのが妥当であろう。

ルームのスルターンたちの橿先に当たる，Qutalmish，　Sulayman，　Qilich　Arslanはいずれも「大

脳ルジュク朝」のスルターンやその一族（Tutush），配下（Chavli）の者に敗死させられた。こう

した経過を踏まえて以後ルームのスルターンたちは活動の舞台をルームに限定して在地化，

土着化していき，一方「大目ルジュク朝」の子孫たちの方はSanjar死後（1！57）かつての配下の

有カアミールやアタベグ，さらにホラズムシャーフ政権始頭の前に衰退し，やがてRAwandi

がかつて自ら仕えたスル選一ンTughril　H世に至って滅亡：する（1194）。その後もルームに

残った「ルーム・セルジュク朝」は西暦13世紀，すなわち「大口ルジュク朝」の子孫たちの廃絶

後に至って自らを「大腰ルジュク朝」の王権の後継者，相続人と位遣づけ，その権威を自らに欝

びさせ，利用しようとするに至るのである。ともあれ，本稿で見たように「大事ルジュク朝」も

「ルーム・セルジュク朝」も共に墨時の入り組んで変転きわまりない，地域，民族，宗教が常に

激しいせめぎあいを繰り返す西アジアに存在した王朝であり，すでに王朝国家建設の以前か

らセルジュク家をめぐって何らかの関連をもって登場する諸勢力はサーマーン朝，ガズナ朝，

カラハン朝を初め，ブワイフ朝，アッバース朝，ファーティマ朝，十字軍，さらに時代を下れば

ザンギ一朝，アイユーブ朝，ホラズムシャーフ朝，モンゴル人，マムルーク政権とオスマン帝国

成立以前の，ミスル以東に存在した殆ど全ての政治勢力であると雷ってもよい程である。こ

れら全ての関連資料や研究を参照するだけでも膨大な時問と努力を必要とし，資料研究の点

でもまだまだ不明で，不十分なことが沢由ある。本稿で取り上げたようなテーマについては，

諸資料中の記事がとりわけ断片的で，しかも錯綜しており，それらの断片をそれぞれの文脈の

中から捜し製し，関連を見いだしてそれらをつなぎ合わせて行くためには当然筆者自身の推

測を伴う多くの判断が不可避であった。それらの判断の当否は偏に筆者自身の史料の読解と

分析の能力にかかっていると言ってよい。本稿を筆者自身の，文献資料研究を中心とした，今

後のセルジュク朝史研究の新たな出発点と位置づけ，さらに正確なセルジュク朝時代史の構

築に励みたいと思う。

注

1＞セルジュクという語を表す最も一般的な綴はs．1ふw．qであるが，その時代に生き，トゥルク諸族の言
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　語を記録したMailmlid　Kashghariによれば，　Salj　ak（原綴s．1銚母音符弩付き）である［DLT：120　v］。

　末羅にkの文字が用いられていることから，この語は前青引音で発音されたと推定され，また長母音

　はなく，三無語ではセルジュクと表記するのが適当であろう。さらに1の文字がchを写したものな

　らばセルチュクの表記がより正しいかもしれない。

2）KashgharIによれば，トゥルク入は元来20の部族（qablla）から成っており，ルームに近い順で，ペチェ

　ネグ（Bajanak），キプチャク（Qifjaq），オグズ（Ughttz）…のように分布しているという。また3番翔の

　オグズはアラビア語で「トゥルクマーンのグッズ」（al－Ghuzziya　al－Turkmanlya）とも謡い，トゥルク

　マーンとはトゥルク人に似たもの（Turk－manand）の意味であるという［1）LT：10　v，20　v，311　v，　312　v］。

　学問的な楽否はさておき，Kashgharlの説が当時の一般的な認識であったと考えてよい。

3）748年ラジャブ月下旬（1347．10．27－11．5）Muljammad　b．　al一￥usayfi　al－Kaziritnlなる人物の手により，

　ルームのカイセリでNa＄lr　al－Din　TUslの著作丁㈱勲’L晦繊ヅ！Z身1z爾と共に筆写され，現在はトル

　コ共和国イスタンブル市のスユレイマニイェ図書館に所蔵される，N的lr　al－Dln‘Abd　Allah　b．‘Umar

　al－Bayφawiのペルシア語による歴史著作NTはこの王朝の歴史について，特に著者の出身地，ファー

　ルス地方との関連で比較的詳しい寵事を残している。それによれば，サルグル朝の初代は，セルジュ

　ク朝のスルターンMゆammad　Taparの孫，　Malikshah　IH世（Malikshah　b．　M⑳m掘b．　Mu恥m騰ad）のア

　タベグMugaffar　al－Din　Sunqur　b．　Mawdad　Salghuriであり，　543（1148／9）年にMaliksh巨hが敗走した

　後ファールスの政権を掌握した［NT：165　v］。サルグルはKashghariによれば，オグズ24部のうち第

　5番霞の部族である［DLCF：20　v］。

4）「大セルジュク朝」なる名称がいつ，誰によって，またどのような意図で用いられ始めたのかについて

　は筆者は未だに確定できていない。本稿で使朋した歴史文献のうちではal唄usaynlが，　Alp　Arsl盃n，

　Malikshah，　Sanまarの3人を特に「最大のスルターン」（al－S叫鍛al－A‘？am）と呼んでおり，この表現が敢

　えて言えば，「大落ルジュク朝」の呼称に対応するものであろう。

5）372（982）年に書かれた著者不明のペルシア語の地理書HAではハッルフ（Khallukh＝カルルク）の心乱

　はjabg聴y古くはyabghtiと言うとしている［HA：81／17　b］。【司じく272（885）年にその地理書を完成

　させたlbn　Khurdadhbihはハルルフ（al－Kharlukh）の王号がjabghByaであるとしている［MM；16］。

　一方Kashghar至は「yafghtiはハーカーンの距下のうち，ハーカーンより2段階（darajatayn）下の者の

　ラカブ」［DL［1］：229　v］と説明している。オグズ族の間ではやブグはカルルク族のように王号としては

　用いられておらず，Kashgharlの説明のように用いられていたと考えるのがより適当であろう。いず

　れにせよ，オグズ族に王またはハーカーンが存在したのかという問題とも関わるのでオグズ族の間で

　のヤブグの語の使用については今後の研究課題としたい。

6）この人物の名前は諸史料で一貫してq．t．（t）1．m．shと綴られている。この綴をトルコ語の単語としてど

　う読むかであるが，その際最も大きな手がかりを与えてくれるのがKashgharlの記事である。

　Kashghariはqutalmaq（意味は「幸福を取るj）という動詞を採録しており［DLT：165　r］，q．t．1．m．shはこ

　の動詞語幹に一mish／一mushの語尾が付いた形と考えられる。すなわちq．t．1．m．shはQut－almishと読

　むのが最もふさわしい。冠し，全く同じ綴でQutulmishと読む可能性もある。　Kashgharlによれば，そ

　の場合は動詞qur雛imaq（意味は「救われる」）の短縮された（m鱒dhOf）形であるqutulmaqの語幹が用

　いられることになる。本稿ではより一般的に他の研究書（特にトルコ共和国で鐵されたセルジュク朝
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　関係のもの，例えば［Turan　l965］〉などでも胴いられているQutalmishの形を採った。

7）al一‘A孝imiは483（1090／1＞年ハラブ生まれで，全体としては555（1160）年までの詑事を含む歴史書を残し

　た。写本は唯一つしか伝存せず，633年ジュマーダーH月11B（1236．2．21）に筆写の完成したものがイ

　スタンブルのBeyazit　Umumi　K漁phanesl　lこ所蔵される（Kara　Mustafa　PaSa　398）。文献表のTAは

　この写本からセルジュク朝関連の記事をアンカラ大学のAli　Sevim教授が抜粋校訂し，序雷とトルコ

　語訳を付したものである［Sevim　l988：9－11］。

8）lbn　al－Azraq　al－F2riqiはSIO（1H6／7＞年生まれで，572（1176／7）年以降に没した。彼の唯一の著書が

　Tα’rileh　Maewdfdiriqin　wa　Amid「マイヤーファーリキーンとアーミドの歴史」であり，主要な写本とし

　てBritishもlbrary所蔵のOr　5803，　Or　6310の2点が伝存する［Hillenbrand　1990：5，15－8］。文献表の

　TFはこれらの写本をもとにしたマルワーン朝関連部分の校訂テクストである。

9）ADSのテクストを校訂して副振：したMullammad　lqbalは先行するKarl　S臼ssheimの説を引用して，こ

　の文献の真の著者は不明であるが，この文献の冒頭に掲げられたal一億sayniの著作Zubdαat－

　Tawdrilehがこの作品の情報源の一つであることは推測できるとしている［lqbal　1933：5］。　ADSの写

　本は唯一つしか伝存せず（British　Library，　Stowe　Or　7）奥書に記年がないが，作贔に含まれる最後の記

　事は622（1225／6）年のものであるので，この年以降に書かれたものと推測される。写本のファクスィ

　ミリ版のテクストが1980年にアゼルバイジャンのZ，M．　Bunyatovによって刊行された。

10）ザンギー朝のNtu－al－Dinやアイユーブ朝の孚a髄al－Dinの書記を務めた‘lmad　al－Din　l§fahani

　（519－97（1125－1201＞）の書いた歴史書Nusra　at－Fatraを縮約して623（1226）年にアイユーブ朝のディマ

　シク領主al－Malik　al－Mu‘a44aMに献呈したのがal－Bundariである。

！l）lbn　al－Athirは555年ジュマーダー1月4N（1160．5．13）に生まれ，630年シャアバーン月かラマダーン

　月（1233．5－6月）に没した。その主著KTのうち本稿で使用したのは第1X巻及び第X巻である。

12）588（l192）年にハラプで生まれ，660　G262）年にカーヒラで没したIbn　al一’Adimはアラブの名門の禺身

　で，暫時のハラブの支配者，アイユーブ朝のa1・Malik　aFAz1z，　ai－Malik　al－Na§irに仕えた。イ皮の著作の

　うち，BTは歴史的にハラブに関わった点々のアリフ・バー・ター順の伝記辞典で，イスタンブル所在

　の10巻の写本はFuat　Sezginによりファクスdミリ版が刊行された。文献表のBTは元の写本から

　Sevim教授がセルジュク朝関係の謡事を抜粋校請し，序欝と内容摘要，解説を付して刊行したもので

　ある。Ibn　al一‘Adimのもう一つの著作であるZRは641（1243）年までのハラブの町の歴史を記したも

　ので，全文が校訂テクストとして鵠版されている。

13）Sibt　ibn　a珂awziは582（1186／7）年バグダーードで生まれ，654年ズルヒッジャ月21鰭（i257。10．10）ディ

　マシクで没した。彼はその名の通り，ハンバル派の大学者Ibn　al・Jawzi（597（1200）葬没）の孫に当たる。

　彼の主著MZはその完全な写本がイスタンブルのトプカプ宮殿博物館の図書館に所蔵される佃

　Ahmet　2907／！－14）他にパリ（Bibliotheque　Nationale　1506）やイスタンブルのTark　lslam　Eserleri

　Mazesi（2141，2134－5）にも写本が所藏され，それらをもとにセルジュク朝関係の記事をSevim教授が

　抜糠校訂し，序欝と共に刊行したものが文献表のMZである。

！4）Gardiziは生没年不詳。その著作ZAはかズナ朝のスルターン‘Abd　al－Rashidの時代（440－3

　（1049一・52）年）に書かれた。内容は432（1041）年までのホラーサーンを中心とする歴史である。テクス

　　トはN留inlによる部分的な校訂と恥biblによる全文の校訂の2種類のものがある。
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15）著名なイルハン国時代のワズィール，歴史家決ashid　al・Din（718（1318）年没）の著作∬にはセルジュク

　朝史に聞する部分が含まれている。イスタンブルのトプカプ宮殿博物館の図書館所蔵の3写本

　（Hazine　1653，1654，　Ahmet鍵2935）をもとにセルジュク朝川に関する部分をAhmed　Atesが梅汀旧版

　したものが文献表のJTである。　Hazine　l654写本の筆写完成は717奪ジュマーダー1月3H

　（王3王7．7．幻のことで，Rashid　al－Din　Fa“l　Al励の死の1年前に彼自身が書かせた写本であり，写本と

　しての二二性は極めて高い。尚，Ate§によればイランの太目潜1332（1953）年テヘラーンで刊行され

　た名ahlr　al－Din　Nishapariの∫α彦ゴ勿N励狐と回するテクストはその実Rashid　a1－Din　Faφl　AII巨hのセル

　ジュク朝史と同一一のものであり，全く学問的な価値はないという［Ates　l960：21－4］。筆者も両者の

　本稿に関達する部分を読み比べてみてAtesの意見に全而的に同意する者である。

16）恥n玉dAllhh　M縫stawHは680（1281／2）年頃生まれ，　740（1339／40）年以降に没した，イランのカズウィー

　ン鴫身の入物で，ワズィールRashid　al－Dlnの下でイルハン国の財務官僚を務めた。彼の歴史に間す

　る主著TGにはIbn　aLAthir（KT）やal－Baydawi（NT），Nizam　al・Mulk（SM），さらには上述の今のところ

　作品が発見されていない4ahir　al－Dln　NlshapitriのSα嫌q　Na？naが旧規されたことを彼自身が述べて

　いる［TG：6－7］。

17）Shab加k盃ra’iはイルハンAbit　Sa‘id時代（7i7－36（1317－36））のワズd一ルで，　Rashld　al－Dinの息子，

　Ghiyath　al－Dln　Mu￥ammadに我えた頒詩詩人である。733　（1332／3）年にGhiyath　al－Dinに献呈した作

　品がMAであり，Ghiyath　al－Dinの死後失われた作品を著者自身が743（1342／3）年までに新たに書き

　遣した自筆写本が現在ロシア連邦サンクト・ペテルブルク市の東洋学研究所に所蔵されている（c

　372－1（d，566））［Miklukho－Maklaj　l975：66－71］。珊の写本がイスタンブルのスユレイマニイェ四書

　館にも所蔵され（Yeni　Cami　gO9），それをもとにサッファール朝以後の部分を校訂刊行したテクスト

　が文献表のMAである。スユレイマニイェ所藏写本については岩武昭男氏所蔵のマイクロフイルム

　を利口させて頂いた。この写本には奥書がないが，Tauerの推定ではヒジラ9世紀のものである

　［Tauer　1931　：　96］．

18＞ルームのアクサライ鵬身のAqsara’iはイルハン国支配縛代のルームに生きていた入物でTadjtleirαま

　たはMお励2ω窺α研肋わ伽という名の著作を残している。イスタンブルのスユレイマニイェ図書館に

　二つの写本が伝存しており，そのうちAyasofya　3143は734奪ジュマーダー1月上旬（1334．L8－17），

　Yeni　Cami　827は745年シャツワール月18臼（1345．2．22）にそれぞれ筆写が完成されたものである。こ

　の二つの写本をもと1［　Osman　Turanが三三繊版したテクストが文献表のMAAであり，二つの原写

　本についても築三は1989年と1991年の2度にわたって現地で三二調査した。

19）セルジュク家の祖先Duqaqがハザル出身であったのかという点についてトルコ共和国のlbrahim

　Kafesogluは「Duqaqはハザル王に服従する軍司令官ではなく，おそらくはオグズ国家の有力なbash－

　btigh（指導著）の一一’人か，同盟軍を代表する者であった」と述べている［Kafeso導lu　1988：23］。セル

　ジュク家とハザルを結び付ける証ま処はBT：32／IV　552の記事以外には他に全くなく，Kafesogluのよ

　　うに解釈するのが妥当であろう。

20）Saljaq（Sel∫tik）がsit．bashiというラカブを持っていたことについてはKashghar更［1）LT：120　v］，　al一

　恥sayn迂ADS：2／2　a］，lbn　al－Ath1r［KT：IX　474」にも岡様の記事がある。　al一￥usayni，　lbn　al－Athirで

　は共にsfi－bashiの意味は「軍司命官」（qa’id　al－jaysh）である。



「大セルジュク朝」と「ルーム・セルジュク朝」 53

21）alゼusay飛1［AI）S：2－3／2　a】やal－Bundarl　［TDS：5］ではMikE’ilがセルジュク家の首領としてガズナの

　MahmUdと関係を持った（al一軸sayniでは仕えていた）ことになっているが，セルジュク家の初期の歴

　史について比較的詳しい王bn　al－Athir［KT：IX　474］にはMik5’ilの事蹟は，聖戦して殉教したことしか

　記されていない。

22）セルジュク家がオグズ＝｝ウルクマーン族の筆頭（awwal），中心（surra）であるQlniq血族鳩身である

　ことはKashghari〔DLT：20　v］が明記している。

23）著者不明のペルシア語の地理書HAによれば「1）andanaq2nは荒野（biyaban）の盛ん申にある，その長

　さが500歩ほどの一一城塞内の小さな町で，城外には隊商の宿営地がある」という［HA：94／20　a－b〕。　al－

　Husayniはこの町の門でChaghr1　bik率いるセルジュク朝軍とMas’ad軍が激戦したことを伝えてい

　る［ADS：ll－2／7　b－8　a］。戦いの臼付はal一ξlusayniの記事を採った。

24）　VNのトルコ語訳を行ったAndreasyanによれば，この人物は生没年はじめ事蹟も殆ど不明で，作晶が

　西麿1136年で終わるためこの年以後に没したことしか分からないとする。

25）Ghars　al－Ni‘rnaの生涯と作贔については［Sevim　1968：5－9］を参照。

26）Alp　Arslanのニーシャ・・一一プール発進はal－Husayni［AI）S：31／18　a］によれば456年ムハッラム月10日

　（1064．L3）とされ，一一・方lbn　al－Athir［KT：X36］は同年同月1日（1063．12．25）としている。　Ibn　al．

　‘Adim［BT＝37／IV　556］は，562（1167）年に没したi）hayl　Tα冠肋Bα8ん面4の著者王bn　al－Samtanlを情報

　源としてAlp　Ars1諏の勝利を455年ズルヒッジャ月のこととしており，Ghars　al－Ni‘rnaによるSib㌻

　ibn　al一∫awziの記事と併せて筆者はQutalmishの敗死を455年中のことと考える。

27）この人物の名をどのように読むのかは不明。Sevim教授はSh6klttとしているが［Sevim　l990：19，

　24］その根拠やトルコ語の単語としての意味は示していない。

28）Atsizはトゥルクマーンで，　al－Nawakiyaの頭霞であり，465年シャツワール月（1073．6．le－7。8）には

　イェルサレムを筏服した［MZ：169］。

29）Sib口bn　alねwziによればこの集団はスルターン「Alp　Arslanの許から逃げた」集園であり，「ルーム地

　方へしばしば行き」やがて「シャームを網圧」したという［MZ：153，173］。467年シャァバーン月

　（1075．3．22－4．19）にはスルターンMaliksh巨hはその叔母のGawhar　Khatitn（Alp　Arslanの姉妹）を殺

　害させたが，彼女はal－Nawaklya　一k団を率いるlr．y．s，gh．yというトゥルク人の妻であり，Malikshahの

　ワズィールNl典m　aFMulkとの間でかねてから借財の返済のことでもめ事が起こっており，彼女はal・

　N2wakiyacに援助を求めるためアザルバイジャーンに向かう途上でNi項m　al－Mulkの差し金により殺

　害された［MZ；173，176］。一見すると，al－Nawa、　kiyaは注28＞のAtsizやGawhar　KhatGnの夫がその頭

　目であったことからトゥルクマーンの一集団であったように思われるが，　al－Nawakiyaについての記

　録を残す唯一のアラビア語史料であるSib㌻ibn　alJawzlの認事の中にal－N2waklyaが集団としてトゥ

　ルクマーンであることを直接に示す証拠は筆者の知る限り一つ，もない。Ate＄はTuranの，　al－

　NawakiyaがYawghiya（ヤブグ集団；光来lsr議’ll（Arslan　Yabg睡）配下のトゥルクマーン集団）を示し

　たものであるという説明［Turan　l965：121－3］に対して，その説がアラビア文字の正書法上またトル

　コ語の音韻法則上誤りであることを実例を上げながら論証し，MZに現れるaトNawakIyaの語はペル

　シア語のyawagly蚕n（「元来国家の権威に従わず，または何らかの理由で，その権威から離れて，自由に

　動き熱る，いつも移動状態にある部族または遊牧集団のこと」）に当たる単語であることを証明した
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　〔Ate§1965：523］。筆者もかつて酒乱1231年の旧記のホラズムシャーフJalal　al－Dinの死の前後の事

　情を検討した際RAwandi　［RS：331，340，399］を含む13世紀のペルシア語史料の中にyawagi，

　yawagiyanという単語を見いだし，正にAte§の酬う上記のような意味で痛いられていることを確認

　した〔井谷1988：141－2，注80］。その点ではAtesの説に賛意を表する。但し，問題は，13世紀のペル

　シア語表現と王1世紀のアラビア語表現（MZが書かれたのは13世紀だが，　al－Nawakiyaが登場する文脈

　はU坦紀）の間隙を文献的，歴史的にいかに埋められるかであり，それが可能になれば，　Ate§の説はよ

　り確かなものとなり，広く受け入れられるようになろう。現在のところはMZの校訂者Sevlm教授等

　も依然として基本的にはTuran説を受け入れ，　al．Nawakiyaはヤブグ集図またはYiva（Kashgharlの

　表認ではEwaまたはYewaで，オグズ第4の部族［DLT：20　v］）族のトゥルクマーンであるとする説

　明を続けている［Sevim　1990：19］。

30）シャームの各都市，特にハラブで11世紀に盛んに活動していたアフダースの事例研究としては［谷口

　1990：87－96］が参考になる。

31）Anna　Comnena（1083－1153／4頃）はビザンツ皇帝アレクスィオス1世コムネノスの娘で，父の二代の歴

　史を記録したAlexias　15巻を著した。文献表Alexiaδはその英訳である。

32）サトラプは古代ギリシア二代以来，東方（ペルシア）で征服地管理のために設置された筥職弩であり，

　古代の文化的伝統を引き継いで著作を行ったAnna　Cemnenaはおそらくアラビア語のアミールをこ

　の語で呼んだのであろう。

33）K魚shgharlによれば，　BursumaqまたはBursuqは「アナグマ」（duwayibba）のことで，オグズの人々（al－

　Ghuzziya）はミームを落としてBursttmaqをBursuqと発音するという［DLT：313　r］。

34）最後に弓弦で絞殺されたという記述から，Aba　al－Qasimは或いはセルジュク家のlfif縁に連なるもので

　あった可能性がある。盤し，彼の名はイスラーム史料には一切現れないのでそれを確認することはで

　きない。斬首などのように血を流さない絞殺は，セルジュク家の一族に適用された処刑方法であった。

　例えば13世紀の例では［井谷1985：38］を参照。

35＞lbn　al－Azraq　al一品riql　lこよれば，499年にハーブ・・一mル海で溺死したQilich　Arslanの棺はマイヤー

　ファーリキーンに運ばれ，町に残っていた彼のアタベグで，父Sulaymanのマムルークであった

　1〈humartash　al・Sulaymanlがスルターンのクッバ（qめba＝ドーム）として知られるクッバを建て，538

　（1143／4）年までそこに埋葬されていた。Qilich　Arslanの子，　Mas‘adは父の棺をコニヤへ運ぶため人

　を送り，それはアーミドまで運ばれたが，この年ルームで反乱が起こったため棺はマイヤーファーリ

　キーンへ戻って依然としてそこにあるという［TF：273］。

36）QutalmishとSulaym5n父子の間にGhaziという人物がいたことは他のセルジュク朝関係の史料に現

　れないのは勿論，RSでも他にそれを示す記事は全くないので，例えばSulaymanに付くガーズィー（聖

　戦の戦士）という称号が誤って挿入されたものであろうと推測される。

37）この「世界の主」（Khudawand－i‘Alam）という表現は「大旨ルジュク朝」のスルターンAlp　Arslan，

　Malikshahの2代にわたってワズィールを務めたNl拓m　al－Mulkが著したSM（別名をSiyasαt　Nd7na）

　の中で計21回用いられ，いずれの場合もMalikshahのことを指している［SM：5，8，　ll，13，16，78，116，

　124，126，190，199，223，224，255，256，310，312，320，326（玉16，320では1頁に2度用いられる。）］。RS

　の中でこの表現が用いられる点にもルームのスルターンKaykhusraw　I世を「大セルジュク朝」の
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Maliks臆hになぞらえようとするRawandTの意図を窺わせる。
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